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さ し め Iに

オ也が並に炉デ る所えの っら. こリわけ・ 土地な利用に 契して 3
アさ 地の車地化 aめくる利点視合とﾡを中にIに査所セ 

すすのた- 8?月にハけマはこのYについマ 林野方(所普本シ) 

と 当場 との共戸ヤ城か 行ほわれ.そハに 今かゃし た.

本所死ﾡ料 上述の共戸オ ミ いに出 し た レボー ト 名 中バに、 

そハに一老アしﾡしのなととﾡによ っ てﾡ戯した。

次ﾡ区では. 二の 口選へよ ・ーチ奨体的にお し て ゅpさ F い ご考え て 

いるので よ リー厲力例？z お○がいしたい、。
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(3>林地利用と革地利 用の才利検合 鄴 殯

,) 誤 寒
V 若千の月指格

(/)
|

(フ)

----G 2

ネポ ・ 3 になミ 、 にポ林水校術会殺の「土地利用区ケの 当 

準作成のたのの方去海」(x 下 「土地利て方方ま」と認する)

. 名 • 究在沢のしとで神みし店から • 今日の林地 . 第地利用 

微合と出P順のパに校さってくここをﾡ函すそ

■二 と=ろて 料 平 牀出利用を お•象とした ニク「主地利用区今方 

» 今日にあいでむ正し く評価さふ 猊英ク 土理利用競合と姻*间玄 

に似☆ろ つ 乃 ため には、曲木も夢加 した ニウ「区☆方法」の経協るﾡ 

納なMに っ いマ ” 崎の笑同用死過程 では論蛾が十坊超きら な いさ x 
に放してしまった残っか0同題展を.コ.淑会•に提示し.再令家する

レ 受があるY考えた・

よリ呉休的にいえげ・ 残され た幾つか刻司題の う らから 、 本恐では 

「経当位」セヒり上げる. すなわら 才地利用 ﾡ地利ﾡのさ い 

とのっG「経単」をた定レ 継逆成をあげるかといっF球は、 

後述する 区ケ のたがの處が尹傾切 ほかか 土小令観な博礎上し た経

i 試究によ る利用種列土地利用縦ﾡ港の判定へ挙デに ﾡる。

注 / ) ニの「区分ケ決」は . 応和 33 ニから s7年にかけマ ・ ﾡ水

’ • X求料の各所矢ﾡ岡 行部活がま

と G っで行な っ たﾡ架査所究でのる。

品., その深は

ﾡ林水ル技術会微 : 新レ い戦*hjの たのの士 利用区ケ 

除 切守臟と方法. ﾡイ私;協会・ グ5コm. (/字とル)として刊

円さハに-

さわハわ』は ォ地利用にﾡ浜をあわせら、区ケのた

一-/-



めの宿株のヴネど体均ほ測方赤などそ整要し

商木. 吉 : 土地利用区ケ。 経新信深にアする 所究 林がど映 

場所死報告.パ/o./フ? Pe s7～ ノ〜/(/P4S) ヒレマ 

希表した,

(2) 「土池利区ケ方法」のﾡ本手順

「土地利周区夕方送」マ笑者 し たごケの ための基ネ手バ名図示る

と 第/図のごとくﾡ理して飛す二とてさる、

第/ 図 「土池利用区勿方法 の本手

士地分ﾡ——» 土地分返 ——» 土地利ﾡ区分----- > 土地利用さ計面

(/)

交通立池的 

土 分ﾡ

i 自セ的

: 土ﾡ分ﾡ

公
来
上
の
諸
配
息

(ク生次ル

地場純度賀
---- 

によろ区ケ

士利用の 

段ドにおけろ 

士地利用びか

なお. 土地行ﾡは気鉄 ポ・士さご土地の台メ台性頃にしと 

か、マ蠣リ した 滾 小切庐ガリ の土地単位名さ す。き た 土地分級は.

マ得ちハ似々の士地判位にﾡ産才による列(士ﾡ 

純依流にま る存る) を昇えたしのをこ シ .

土地利用乙ケさ • 士ル分扱 によっ マお仲け3 ハ た 土 他を利 用経,倒生 

の概から ・つぶの俊ﾡに分て図で解価する。

i) 日ダ立地的士池分優の哲ﾡ通による場合。

ii) 亥風立也的土地か後の風師こよ る 痂合に こマさ. ﾡ場からの精送 

ﾡの立fによ っ て • 生産の商地 ・ 不i也も判定区分すろ ・

ii) 主地ケ奴名 ﾡ礎ヒ し た経皆送算による利所ﾡ別土池利戸後新性の 

判定一次唄 (s ) 今 ―—

w) 土地戦面ﾡ当 戸 リカ 地技絶生塵 0 苛；制こぎ る相対的 (tﾡ)有

利性の刊定 —— 次演 ( 3 ) 今

(3) 「士地利用て夕」にあける土地縄水ﾡ捨係のもつ怒

三 ナ検序ヒ し て 士九水ﾡ指がが冒ﾡに速へ r検林水技術会 

の「土地利ﾡ区ケ方決」の区分千のうらて . ごのようにﾡ置づナさ 

»ているかについ2ﾡﾡしマあさにい。

土ゼ収ﾡ ( = 土池生ﾡ価ﾡ - 物財費 -- 弟枚南 - ﾡ本利る ) 

が 「土利用区ヶ方法」において 地成組生売指検より前に位歯し 

マいるといっ二とは.その乙ケオ法の考え方2解る ラネマ. さや 

めで空撃なﾡ木さしっていろ。 すほわちそは、 「士地利戸区分う法 

においで, 依に. 地ﾡ砲生症によっである依の土地にいマ 各 

土地ﾡ(林 部 施也.)内のﾡ対相烈性か撮終的に判こさハ 

その 土地にいマ英さ 小る土地利』用ﾡが岬らかベ】 るとしマン.

之



< 6 利え 2有タ店 もクにるめにには、デつ ぎの 关 とっ マ考虎 

ニ入»なけハばな っほいご とを高レマ いえ ・

すなち. ざの判える有みらしのにすろにめには、その純生産

1 -選生産頼一 安的央ず(貨本の消希額+地成クトか、らの帯入4ル 

香)〕杯2甲いるﾡみのステッフ。として . 上述の土ナg純収途指保= 

よって 林単 ﾡがハそハの士地利周経についマ、県ﾡレマズ3 
マに経の成柔ほ列が。マいるのか否のが判!定<ハマいほはほら 

ない。

ョ ), 球任生産株か甲 ハつ4るFルには 2 ァ iクスラ ッフ 

とレて林 学 各主利戸ﾡが 切 Iセルの 士旭*用ロ ゴヒ し マ 

十分成立すろもの でなけ»ならほいつけマみる。

みお 嵬这なテンオス劾いている経済発派に対応する ため. 林 

業におけ方る新しい経答様芝への改安は 今はむちろんのこ 今 

後きすすす後きら三とはげっかさと二ろマある ・ そのFめ 土地利 

南経老 の 成立条件 の 今ネ= みいでは 士 地生彦性は しらろ んて あ る が 

そと合わtマラ物生提性の高い経芝2ﾡﾡ しzいろ か石" っさ 上 

ダるミー がいっ そっ実要がさる ・ ﾡ術 す 」 ・ ば 土rセ利」用位君〃ジモ 

この引7シ年を判定する たクにば土地2eりを指探に中のルはお ら】

テマあ2今日マ イクノ算定!ニシたって. の区惨では 

六ケ英会か支払っれているか石かのさし»J～ さ

以二•'「他利用区分方法」におい？集示した土地利用後:恵の成来 

2に問い と用現シメ猿掲條の题塚づけ に,っ I 、 で 述べ P

4) 土地利点«全み不判定のたどのオ語標

土地刑用その、※判だの/ためには、ﾡ本倒=は 上述のごとくロ 

確に意フトさ』、「-土地体ス会環2甲いマ く.要がみる .

ところマ <の求系判定のたのに*コマ行存わ»マいス経る 

とのおうにﾡ定するかによっ マ • 然つンのﾡか考えらスる. 例メは 

ル琴ら土地は白Z内れ有 ・ の力は白逐チのにさし4以の部しきポと祭 

不利るの選にけを者雨とみは丁とニラ の4参マさ. 賞采判定のめ 

の指保 ヒレマて -ィム*を -さつにンィノ サ2ノフ<しTその ・バ 

し やち 「mﾡ」が考えらハtる.

ド ミて分のたのの相係とレて 、 この「幡 係バﾡいら。・たことす 

るとそでの士地利周区分においマさ 土地利点をせのは県判この 

ために 土她幽5会を包み4 ルだよ ・本いを姿滅を対逸と テ る-と 

にる。したがって 「折缘」短棵か 用いうね煬合ぼ、ざな)こ示した 

米木産校術会場。「士地利用区か方ま」 にあけナる土地利用区ケの 

■■施理と、若干興ってくる。

将 頭で しふt うに 本ﾡのﾡは w 利用 と軍地利預数合に 

¥ ミ内けす a 崎誠 2 んざ楽結め.Fの 内本 名 ﾡらかにゼ々 ばな ら な 

ハにめる。そのため. 今百きでゐんど申らかにぶハ く いほかっ た革 

池利戸経るのみ果にﾡするﾡ料が、「所爼」指様のしのて めっマ上 

花の '土地利用区分方法」の薪理び荊義に西德には結以つか注いにし 

マ 拗存正氏に上って凝気辩され たこ とは产■今が•畜産に窝す 

み炭業経移を合高所究の球Y1きである だけ に. さバめて 注目さハている。 

その一つの例とレマ , お代ヒ河じ分予のﾡﾡは、いつはやく = 

の相キレポー トをとり上げ 林地烈用による滅米と比戦しながら * 

井 レオー ト が示レた革地利ﾡのﾡめの経送単位とみ判定=ついマ修

4一
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王をめるレポート こた本さし ﾡ地と林地の利活合と引をめく 

マ歯炎を 活楽化さごせマ いる.

*ミマ下渓そ改めながら • こハらおレオートおよびﾡ井レポー 

卜を登 ・ 今し っ っ • 林池と地の 利 河感合 と 領路に対す る内 

の内左セ ・ 呉体的に示 しマさ/い.

2 おキ王 (ﾡ約然合の次内新長>: f 畜屋速にあけ ク 卒 

地示.用*卒が

仝： 肉用牛の生蔭、有みのためのﾡ地怪送ﾡ位へのﾡ☆で試素 

ﾡ※*2ドび究o/2 (42:>
以下ミハっを 桜レポートとみ称する

注引)ﾡ 切 (島大殺撃都象検)

: ■地ガセ4 か. れ地がとく か ——有林と内牛の比牧名ヤuと

して------

(展林繚即登 4z c )
以メ下 こハるﾡレートとツ称する。

H ﾡ地利の経営位と経ﾡ生 (その/)

—— ﾡ 井 レポートから

(r) レポート作みの契様

才井ﾡは.上記レオートZ作成するにかにっマ、 す. 地利の

ﾡ状にフいマ、フキのユっの河をあげマいる。 

る平そ奇ﾡ的に利八するなみ経との結びフさスげH在でﾡい-」・「 

来に. 大ﾡ棋車地管運経ごをマっ マいるものの経ﾡ性非に交ﾡし 

がたい。刃には..経ヒし マ»ばすへ マ示琴でみるヒいっ てよい。 

しかレ ・ 別にごハがどうレ マし思考でなけハばならないよっなﾡﾡ2 
シ ないかン知 しさい。つきり 公シ性こ のかな合いでそクいう二とさあ 

るヒ うが・マ 3 る べけ後清的で。な けスばな っないことは新 ﾡだと 见 

シ 0
ヤ2に「ﾡ教による小規ﾡの考産的利用も多くみら»る」。「ミ 

こでし. そのﾡるを旋物に転化する参門・車池音ﾡと対もしマいえば, 

ﾡ師円1といっマいいと順うが、ぞれの成果いかんにミって、ある 

いは有利マあったたり. あるIは不利だというように料定さハる2とは

多い」。 ^

お井ﾡ. ﾡ地利用のﾡ状についマ以上の2支を挙げたのち . そ 

ク西者かっ通台9倉経き経有の方ﾡ天としマ , つざのごンく述べら 

ている。すにほわち「ﾡふのは、その革さどっやって利用し、 そを 

とのうに経考し マいるか、 者産物生産でどのうにやっでいるかと 

いうミとの』ス益准いかんはビうかという二とてある, むう少し能める 

いえば、 み者の飯い方か合理ヒかビうかという こと に大さ く左右さA 
マ あるとこ うでは有利だとだわ»て いる と3ろもある し・ 多く の場 

合は不利だと判定、』しる こ こが多い」.

休は. 二の試作及にあﾡっる以上のよクほ事地利用のﾡ状ﾡ 

解のし と乙. し かレ ほお「ﾡ地利用の径ﾡ性ﾡ検計 レ て みェ シとする 

合には、 大ﾡにメスを入»てみなけ』ばいけないのではたいか」と

そのオーに.「大規模に曲注さ 八 た 単他 か、好帚” 将. 咲協、土た

はﾡ必集団によ る管ﾡか行な わハマいる が.河関は .*の 地におけ

※ドハに。

一 ど- - 7-



(2) 第地利用の経る商生

税利用の経を有性、 才 *eワに テ士地術収盗ﾡくあるへさたとさ 

ハtろ。すなわや Tのﾡ#刊所ﾡにに十るルをかつﾡセ各種復 

戸および軍2畜話ﾡﾡに往ﾡえ (さとえさ 羽似コ:ラレイラ= 

の り込む とか める いけ乾単に潮腰丁 る)rとのにp クﾡ用を引い 

軍列用体しなの ¥位面当戸 )の汚によっ マなマハるヘ:マ 

みろ ラ」とさハる。

' 達う:経る者性とは 「書用とル益名止ﾡしマ、Pr3
潛? に蠢'す写艇：參」* 福 7も。 と空解レ たい。したかっ マ 経送の 

耍為、］ 经県瓣庭の 瞳を. 6点マ"戦= .;;

る経有性の戸ﾡといっ二とがマさ る ..(魂Z秀後 : ﾡ業区ぎにお)る 

祈用の強型 Paア>

(3) 草地。窗蓮的利用幾莒とルのモデル設定の弟ヌ方 . !

ざら に. 早世の 畜症的利用経片艺「市也 面依に 相対依 都産物 

星/みるべく多くすろ.エっ た ﾡ地の管型名しながっ 戸に* マ 

ク軍=よるﾡ産4症を行戸つうな場」7あろとし そレて「ィ 

き校街はストックとしてのジゆア利用を主, .

余示化ミハ 」 なひのマのるとハる

総がのよっな方ﾡえﾡ白けするためには. オバ - 「地】積が 

相対的に者定』産列甲を多く す るよラ ふ場で考えらハル ・』は方ら 

ない (土地り. 蓮竹 グーサカ”〕・ ャ2ズトック= してのジイ利川 

を . ィノ人当/リの高虐物生登合 多< ソ名 cめの地管山お 

が産生基への投入 のの製分〔み物ﾡ性の大ヶ向) マ ち < 

マ) ハは 1-, ら ない 」 と有ﾡさハる .

-8-

らにミのうな ―件 さ ッ木 しマゆくベースには eソ 内容 

も戸に考 し て ルかテ ナ1 ばつ さいとミiろ。

こハらのvタオの結 車也利用,) 経帝牲玄考えて 行 く に当っ てほT 
究天の草地管経老事刈でﾡの帝え的利用経多例のきさるは不十分 

マ そハクにあけ»る校術内窓そﾡ方にし/から 新たに組法て」 そ 

のAら』tr経そ客判に っマ シノ 臭林的に挨知き 厂)めてくい 

受があるとぶハる。

内a 二 の材しい芝ﾡ位契」におい て . 車地利用綠若きときの ごe 
く考えら2 くいる, すなわら「ある面税の地の都旅的利用にかかリ 

さ リの特定数の铤茱百が、他/ のかにる場時的ラの投入をﾡ待す 

ることなく. 休栄者のみのサィ投入マﾡ地の登ﾡとそのﾡ2主とする 

作費球ての市旋物生産2行ない マの表産42区ﾡし て/人当たり 

n体をならべく多くすさよっに通挙ミ ハつようは継送 (徳支者) 

a 共定 さハろ。ごママは経希性均株が土:地2収ﾡからMiすに移っ マい 

ろ。

, ル利 の冬会送導他 と et ※*たの松む

以二«)〜(3)にわにる装礎な校ﾡ計を縦えのわ、氏a.いいよ 

y体例に 標記の 向ﾡの検参作米に務る ・ ^

ホ ず、 教定さ 小=継芝位の内なを格ﾡﾡに示す と・つのご=< 

二ルる,

o) 従業者チー との神み : 2人 (ﾡかの神み)

b)経当の 目標 : 始米着 2 人 マ坪ア 4exn。 内の 楽ﾡ名ﾡ杯とす 

る- そのめに. 2人てﾡキ今。頭2命い、何牛さ生ﾡ・ﾡレマ 

生後/2。月で/頭当た ノ2ス円にﾡマさるさっにすえ、

ゥー



このプfは ・刑ヌ(I--3) でっ立べfごとく 働収およ びキ 

地徐2内きとすろものマあっマ • そ』は・ そマつくちスた著ﾡ 

ﾡ庄産援から軍地ﾡﾡにお川る物房会およびそ』ら物ﾡの術定に受 

する資金利るを差引で、さらにまた ﾡ地ﾡ着のための物ﾡ費/ﾡ 

高才分と地芝茂資会利号 も あわ 差引いさもの そす。

0) 瓷筋 2 人チームの後総の先限 :/人は主としマ草地の管ﾡと車 

毎料の例る 、 他タ/人 ぼ主として 店用牛 の王建 な縮鈑-切 飼有、實 

ﾡる そハそハ垣する。

4 ) 鎔、方 : 才牧郷回は分キ ( 厶 万 戸木活のイ運) およ o 者み 

牛(秋ケ名の得牛ご令ク〜 ノ2ヶ戸のもの ) を放牧 レ.、FM 他：よ 

時政傷#計給今類とし ﾡ牛(月)およみﾡ戒牛(ﾡケ性の将牛 

のR令 //～ノ2ス 目のの> に主として草のワイ レージさ給与す 

<. |

牧歩同とィ 戸、時藤ﾡ料体矢ﾡ図とが月声とすろが、*の距検 

ﾡには生ﾡ家給今2行なっマ整する ・ 牛にば/環年向 今oホ j 
の.将牛と7日令きでは/頭25。キっの. ク～/2ク日令の回に : 

3。2キこの茨写年計を神給する。なあ. ﾡ牛今2頭で年沼0頭の 

作牛をﾡに半数 秋に井坂分統さばるのとる ・ J 

e)0料の介界望:

株食革号, 3s.222 ラ (好牛see2ka*s2=2e2oe 
K夕と荷み牛キメクs2 -タ*22 = 3seee k夕 

時そ御給多声 2ッ頁ル

サィレ -デ始ち運 zss2eo
J 1

チ> メセ :アノ表の こお り。

__オノネ少要デ也百役

牧ﾡの ha当た ッ坂殺撃 e トン

* 放皴刊働面領

- 小 神4浅,*3 ・ ほなずスぶ。

状役式能ﾡ

-*3$*一 "2な-

メ**サイ レージン区用革地面積

/ S (ha)

一株食革総重 * 
(卜)

/
/&当たソﾡの 

収移可ﾡス..,

X /
サイ レージきき込 

ラ止リ

イグS X ——-- x --  
の ◇ク

= /ど.(/ta)

* ※ 生車Aス給号のための株ﾡ池 ・ その他 一よ 2(ha>
(/〜2ッ月ケの事生定可能面ﾡ)

合さ (*十**十***)-- ノ&2+ s.e +$2 -- cha)

一-//-



ラ) 資本核備の内交:才2表の とおリ。
だ) 収ス支十外とその結木 ・ オ3承のビおリ。

才2茨 資装備の、

サイロ

( チ2さがど基/ ﾡぎた リ

3 ◇ペF/ﾡ. / ﾡ当た り

※ 牧地ﾡあ

ザ牛 ヶ2頭 (/家200e22円)

a 合

( ヶ牛(連)/頭3

) 者茂牛(裁る分)ノゅ○7
・

I 理 設 ﾡ/ .

/04の 2 ク

2ノ2タ 2o2
322ee2

ノ今今222

2 2. 2co
3メ22/co

/2.22. 222

ィ/2今.2ce
e 平

/今 P

25. 222

オ3 ﾡ 内 用 午生ﾡみ状の 支

投 電 ﾡ 地 豊 え 

地管様株

サイロ 

放牧旭ﾡ 炭 

察 牛

流通領博事額車 

合 t

< /クタ内

/c2

N ?
$22

e.c22

ゲ/2$
/ 22 ふ. 今

/S.742.5

h &当リ,soT受2oha

クsえ 4基4ペ/装

© 2oぶ* 今。可

© 28"*,esT

収 入 督及生座義選 名 3e2 ペzoTクcW
F 支 出 充通ﾡ以入

*の 流ﾡ

■ T

) 店 合 

河ッィロ

さ 城

池地え外の

食 本利3a 
/ b

地史滋ﾡ*利マ 

本刊引みの効合の合計

2 合計

sos.s
222
8ss
/ss.と

/◇ど.S
っ

/2ク

< «◇今 *

<ク/2 *
342
◇2ダ.2 *

グミ5/.2 **

G s3zxsoバ

みね幸 so%4 年ﾡT
20年償却

*

○年償却

利 3辛 o.e5
・ o.o5/2さ

" c

引
a. の 羽 合 
b の

アタ―8 
228.S
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注*)資本ス資本利る4の返合/火2今(TH)、 しく bの場合 

/フ/e(千田)か祭生』、に基程名今木しマみるこ、 ミ』らは 

六受授資統還にﾡ示さハた利引本 ( ○o7sおrび oe 夕/コ s) 
を飛じマ来めてくであリ. ﾡ交にいえば、 0場合は 

/テク42.今*<e7夕=/〜◇フ=円・ bの場合は. /a7425* 
2.2タン2$ =2(干H) となる。しかし・ 上ﾡ表ではこハら 

の(Tさイ正 亡す*サレポー ト にを載ミ』たてのさの 数値 

そ場げた.

注**) し たがっ マ凝にい え ば支出合計は資本利ぼへのあ合 、 

222今.と〒H、資本利号上の場合4さ3aとHとム eか上場表 

マバ I) と戸ビ<fEレマいほい。

さの総 将# 疏が蟆レ た車也利用修営の.単位のシ リマは, xo 

hzの改民坂野るイい・ s2誤の占中を飼ﾡ(2人のラクでT継とさ 

ている)するこごによって 得ら»る所は 上3表に示 した ご 

と<士試がs2ケ円 ・ 下ﾡがム$ス円ヒいウニとにほる。

とにがって,数きさハR 1 0 経落単位 の建滲に入き い食いﾡいがG 
い場合に. 当初目標ごレた と2万円のの央ッかﾡでさる ミ と 

に在る。

そして. ミら所緒教③○ス円～ (と2円)〜とケヌは. 

ミの後ご位乙はhみ考たリ拝2〜 / 万ドル伴ということに なる。

I正 ¥池利用の経送ﾡ位と優者(その2)
—— ﾡ井にぶる枠レポートの修正ﾡ素------

( 体E桜栄作ﾡの教ﾡ

ﾡチ休ば 前項Iで俊介したﾡ井レポート 名 ニハは「林呼から 

みし た改浜ﾡ地にでざるだけ放牧 し マ 内キの ﾡ存球を行なう場合の 

叔ﾡ性名株討すろために作らハたものマあっマ 嫣に展闹してい る 

ﾡ素かととと»たものでは方く . も っぱ"ら技術的能性に☆っ マの 

にすざない」とさハなからも 「しかレ.改民ﾡ野に☆ﾡし「た杏 

産の収為性る示 す適切バデー ターが得ら2 楽状マは十分検ぷに催す 

る とのﾡ術にたた』1,ﾡ師にわたる今外を行なったのち. 経送単位 

て経有性についマ 下のごとミイ正名ﾡ系さハている。

(2)経答弾物についマの修正概楽

4) 渋ﾡ谷継後争番についマ :

定さ ハ た経步単位の力 とマは T組御料給行が十分てある ミとを 

考える と縦 で- 2 $oe k2 o 送写御さ混大 マさ なかううか。ﾡ 

成半の有てかた ・ 研牛の大ミさどにしよるが2eoce Pタ マ染巻 

的には十分だろら」と修正るﾡ条さハて いろ。

こ の祝然の桜拠とレて ・ ﾡ井代はつざのﾡそあげている。Tﾡ尾 

歯林紡属の女 牛/ ﾡ年ﾡ今。キーは教植かと掲»つ』る ・ そz各 

キ/ ﾡ 25 ○キー、者ﾡ牛3o。 キ を年店向に給字しマ#計z4$2o 
キロ の伝にさならないし ・ $eキ〜はどや考えマてモ少なすきる。 

滅に得牛4力 料でに2ケ。キッヒいのは凝大であろシ。ﾡと 

行牛名故にした方がまだいい。また牧ﾡ中のキ食学せ名午で/ 

W soe Tマ.サイ レージ給昇 (生域攻算) /成«イククキ。を本

一/-



2でいる

り)召参規択について :

「老リ25000H. タ/2 タクノク 円の寄修か考えらハマいろの 

は験的だ'ろ つか」「A牛生ﾡ督及のめの桐各ヒしてなと 北名

のよう8とコラ はビっハクかと G いが・ ごんなIに金名 かナる 季 

はない。半ケ径ﾡにあさえら小るマあるシ」とレて 寄命奨状を* 

井R誤定の A 名堤築さ。マい2. 1

*の理としで ﾡﾡつさのごYく本べら»マいろ。ケなや 

ち「e発 キなの は ちょ っ と ビラカヽと国ウカ、'. たとス ば 3ンルハ1 
引長家経督料宏の断米部マ型ﾡへの投て義本教るみ2。全減※ 

平ちで成キ/ぽ当り22222日 合ﾡ表ど頭以よ商居てよ40e2F 
マ レかほ い ・ ﾡﾡ改巻事など補取念で作らふたﾡ牧め8 り 否ﾡ 

う酸な り が務 的に採算が どハない マい る主要を裂巨とし < 蓄合へ 

の大投資をのげろ ニ とがマき る。ﾡ氏的な くふ、ラがﾡなコスト 

マ十分然にﾡっ都舎を作っているのに 補ﾡ会行政は*ついっく小 

ゥ を生かさ せず. 密合→中Rで製光 = はﾡ☆っかし しハぬがはいっ 

マいる牛店気弱だ. といっ米素をる旭に作りだしマいる」

C) 利る率にフいる :

ﾡ井レペートの飛図は 3さにしふハが 林レポートとﾡ干 

異なり 場2培地利用後きの4登行がモく !( 自身の報にととめす、 

契極ハ目的をきの軍利用経者の経済生ﾡにおさなからも マ 

こ行府っにさ いレマつ3に林地利用経の経済性と相みに比ﾡし 

てルこうことの将方去をとっ マいる。

こ のラな梶井 レオートのお方法は ヨこマ向感とする T利る 

字のとリ方」においZかcにﾡすることかマさる- ﾡ井代さつ 

き" のご とき忠た万を示し •件 足茶さハていろ.すなわち「オ栄 

と の井上 マレっ ごも愛底や資本利さの考え か 店 る ・林 

一 の場合. s*利み幸が深用さハマおリ、 オs表るはクs * =
24 * といゥフつハ利予キで試ダさハマいる. 林卜※片と比装 

するというな求マ今メに正しらとっなるか」と.

井んの桜井レオートにする件正さ 以上のco)～ (c)の3呉が 

ひとっのグルーアそっくっているのる以下 . ゆ正 I とレマ次表 

にうとめる二とにする ,

ﾡ休は、つぎ になた彬井 レガート において支ﾡでﾡヤマ大さい 

シェイ トセちめている-坂牛の残ﾡ価格ケ。% .といクi従= っい 

マも仲正を迷※さ』るいろ。% か理田として梶井代は「ﾡ不だ名ス 

映し て二のと ころﾡ院牛のﾡ格し上っマ いる み牛の価ﾡ/課当

ノ2。万円, フカ日 の倍牛には平 ノ2死Hいら価ﾡ かほ リ 

ﾡい価格でかるが,そハはアに残に傾杉をも上矛さ せて いる、 

をあげ、「残存率が今2%でさなくかリにク2 カあるヒ したら」パ 

支井第どっなるかヒいっ占し、めわは出でれ くいる。以下修正 

Iとして- 上の修正工とあわせ,次表イでは. E工 +Iの場合 

とレて示す。 ^

(3) ダチモした経老ﾡのしとにおける放支路

ﾡ井は・上込のごヒく将井レオートそ 2段商に分けなべら継逆単 

他 と材支 外臭初修正 を行なわ) I てい る。

いその結米2整理しマ示と、 ャン表のごこくになる.

--/<- 一/7--



オメ表 肉牛生産育ﾡ牧好の修正支

修正(I)の合 イ正(I)+(工)の場合

I 坂 資 革池並み 4roご" 

杉 被 xcee 
サイロ コノクタ 

放牧施没 see 
女 oooo
ﾡ 各 2o4o 5ネの女

4.eeeT

ノク ce
2/2夕

$o2
/2
2262 才3表0と

有戒牛敗像去全〃 4522
支

:

流通合料 24o
*のf .
元ﾡタイ 222

管 ク ヰ 835

納香令 3
*ﾡ桜 っ5

様 援 oe
資ネPる es

チマ @ 33HX22

到 s率205

442
222
$2o

2s
2s

/2o
</25

© 33H*20k夕

み信率ンo 
ど年償却

利号率205
1塗 引 “を 2〃 7

浮するに. 格ア表かクタクるごとく, 才井 レポートによ る 

正さハに付は、イ正 (I) ナなわら. 商令模、流通係重お」び 

利マ手を変えに場合には. /ア&2ス円. 年み営たりメイ 万H・
た発正 (I)に修正 (エ) すをわ ち多牛残な率 を 7ク んに変えるこ 

とを付する場合には、2ノブ万円. 年2考たリ4.3ﾡ円となる。」

T 林地利照の経有性テと林池・ 培地利用の相対的利利J性検社

——梶井.桜井レポートによる——

() 革地利用の経者性(さとめ)

ﾡ井代は ・ 單地利用の経清I生の吟味运林地利用の然滝性と夕 区の 

もとですすめらハておリ. *のミいの軽有標としマ、ﾡ着ヒひに 

「」名用いでいる。

林地、ﾡ地の西上ﾡ利用ﾡについで ・ ギタ相対的有利放まなわら経 

ﾡ性を検すする ためには *こマ用いつ』るﾡ探が西土地用種にﾡ 

通しマ いることか差し当って要となる。マ*にオ/承の◇「士地利 

ﾡﾡケ方法」にあいて は. — 指標と レて「地ﾡ純生」る斑ﾡレて 

いる2とを逃べた。お井 梶井因ルポート マは・ 上述レたごとく「 

ﾡ」2株ってあらハる、

と:ろる. I ・ Iで示した西レポートにおけるﾡ地利N区送の 

6ﾡ性萩を一表にまとめると . 次表才s表のこおりになる。

わ 5表 ﾡ地利用経芝における経済性ﾡ
_

； 内e統ﾡ(手) 耳&当たりﾡ的6ﾡ
(工)

ポ井レポー ト(() の男合 7タク 22
1 (b)の場合 クと ? //

ﾡ (4正(工) 場合 1
フ52

レポW修正(IH⑴の場合' | 2 7 Ss

注 / いず/の場効合も、 河ず牧場3回殺は2 ②

2)利率は、ﾡ井レポート(○)の場合2クァ4、全どく (4) の場合 

クク ラ/2S. ﾡ井 レオー トでは4.0よ雨いっハマいる。

一/ター



(2) 林地利用のそ育性

て ﾡへ林ル利点継送にフついマの経ず性名 「所解」採 

の もと？,つ ざのごと <ﾡ定さ』マいろ

す. 林外永後在ク案 (r。 〒度)よま り永と虐児島両地 

方/「ナキ冰分収穫表」を河い、ha当たリ , s2年生のスギ=河バ 

Mス入合十=ha当たリ 林米相ル入そ・次表オと表のごとくめらス 

マいる。

オム, ヘクタール 当 リ 林米ﾡ入

秋 「兄

単額

ﾡ

後 ﾡご材 羽 後 個 幹材積

圭 A 〒 〒両 のう 〒円 〒戸
ノタ メ5イク ク22と S 3526・2

年 — ア — 224 $4 92.5

向 2o / P 7 2ユ.S 2 sと 25.0

25 a 7 タNムン 222.2 54 ィバア/

so 
ナ

222 / o5.と 2クノ 42 2284
ノイ

3さ 2 7 s*クミ /8.4 と 2/タラ

2 2 7 27シ7 /4 s.e ノ6o, 4

ょ。• 23 / 2o5.生 /aa 54 /ユ /

____ 計_______ - - : : ・ -- -- &s/ Z /

ブに 同しく オ寄経六査の っちの「有林役査偽 ユ かっ・ シ; 

気すよび地べ名際いた公以後のみの坪そのコストをね利ﾡ し そ 

を 務して 敗イのみの有林付さ 欠オフ表の コとく のらハマ

いス。 .・

ア グ 物材後のみると っとさの 否林食

位 : 円

(ﾡ種スギ 全国平均)

------

ﾡ系
担 ﾡ 
オオﾡ

(つ>

袋 通 
オ料ﾡ

(3 >__. _

以 (
穫却食

(ノ)

運g 
本利る

(5)

淌初対 
本利る

ヽ

材水ダ 
本知る

(7
対

(お

-- 324/ s 27ク s5o -- sど/&2

2 / 4./42 フ 2S4 < / 5 〜 プタ シ ハ528 2,55

ヨ /S3 <マノ sク s< 〜S っ/ペ u&フ54

〜.24 Pラ ン3 3◇テ /S/ ク2 2.35ぷ S/2フ

今 /2s7 e8s 4c4 sク /22 ヨ2 2562 55445

と s$445 4o4 67$ 2& 8s 32 2782 &oc7

/ 4oo7z っ4 コぷ7 /ぶ2 夕 3oe 424o

2242 3e2 3 /2 2 52/3 48ラzs

夕 4s ク2s 勿？ <2e" /&7 纟を ク 今 み5s3

7383 es • 88 2〜8 /◇0 22 三7/タ 无M"

/ハ/年 ソ/クョミ ^$4? バ3?/ 25 s/ワ 7 2. ラ7 ,24,3o7

メ〜2o "6 3o? ～2/2 ク/® 什〃 235 〜8 2 P4? タcラ3

っ/～2方 ノo32 2ラP 224 チP /2 38.4う /クッと/

22～30 ノクSッ&/ グ2 68 ぷo 7夕 28 2タラ

3/～3$ フ2み37 37 23 /* 43,ぐ7 2クラワ/

34～ o 293バワ フ/ 24 み4 ン/ 6 &/33S ラタダメバス

/～S ラアケィ/2 $23 so3 2/ダ 8 *o /os ア4シ クタ/ラ2/

ク4へ4o
............... -

〜S/32/--.... s〜/ 7/ 2と /// パ3.225 ど/sジ&3

工:(7J(5.,Cはﾡ数 (S . ◇有林事復率告24ペー ジ)«4さ

((2)+(3)キ2ン oes て昇 ・ (/さくの* oosて舞公。た だし //〜/お耳降

/, /,; ョ者は深 依値の ( 林木資六利ほ) キ(ﾡﾡ存林ず点系積ﾡ) そ ﾡ用。
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注2>: //～/5 午以降の有林負合の昇ム方法が ・ 上記注 /) か 

らては直ろにホめえなハっ たのマ. 「有林ﾡﾡ査能※」から 

ﾡ必要な教ﾡをﾡみ取りﾡがら. フさの算式よっ マ ﾡ着友 

リにt算した しかの) た ( 五入のﾡ係のたのか 下2ﾡの と 

3ろて岩干差かマEか)。

容 ス (林木資本利3) キ (年ア4督林用 ) = 利る率
_ (科ﾡ)

(年ヨたり検ﾡ)、 .

3 〒 3 (Cラp

/ ～/早 73,47クタ キ 2今45ケ = ◇.esクタ/

(利る率) * (年た*市林算環猿親う

* s =/4ル度あよ びその利る 

( のみをとっ た とさの5 
年口の林木ﾡ本利る /

(C) * (d) *ce= cf
//～/ケ年 2.o57a/ * クタィ3 * 今 =2タミ

, •
(4+ (本本の/〜4英まての合計)= 朝木 行’： 十

//〜年

-

2ニタラ T S35クラ ー ◇<3/ョH
( 本なンマさ 丫

' /2632夕 A ノ

さ に 前編 4 亵-超収人から上版・7 袤。有林贊を 爰をk こ とにさ 

っマ ミミにスギ生ﾡによってﾡらハる今。年声の所「催然ﾡ(工) を 

〒めさらに*のェはﾡ々いくらのﾡ(I')が 累積 し て達せられた

レのとみることがでさ るかについマン ・ あわせおマんて いる・

なみ. ﾡにあにっ マ、利チ率 はす べマ 牀が愛育詛査で •採用 してい 

る5そ. また. ダについマは池残差ば大さいが、 賞にWって 

みる と：H!阂混Iぷきス I ぼ、ど｝ 頃潛 ど はおいから ・ 上ﾡワ表に示 レた全因下 

均の音林費 (谷を 除いた) は 秋田 か方 合に" ﾡ島のﾡ合にも

用でさ るとの奨にたハている・

さマ. スギとﾡの場合の経済ﾡをﾡ井ﾡはつさのャ8表のとあり算 

ャハマいる .

永8表 a当 た リ ズギ生産の経済生 一今0生
、

ﾡ会 有林長 林地ﾡ株ﾡ
林地ﾡ当た り

ずT 得

秋 画 &5ec. 2 2,4.2 $s Po. 2 28

鹿 ツ ゐ 

—

43/ク / 4,4.2 ムア。/ / 27

注)○):年当たリﾡ(ゴ)のﾡ定式として、次式が用いっ»マいる。

rエー 
■ く卜Y一/ 

ただレ I:六ﾡぐ令頼

Y:利る 年

ク2:イ 類

ﾡ井内は、さらに林積茂長の求的な逢いて考ﾡし. そ小そ小の地 

の林栄に適合する年各 (エ) さ半めマいる。二の場合に、

と う 世んの ミ N ながら各地坂でﾡが夏 っマくる。

ﾡ井eは、のために 林令別幹ﾡの炭長山線Y利る率 (ャ2 図 

を照ﾡxハる。

一え2一 -23-
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上桜図- リながら •梶行代 はスギ生建の池城風北校を行た いイス 

の涙夕とそ2音性についマ • 口をつざのよっ に示さハる。 すmつ 

ち「矛 <声島 では図示したこっに初射長率が かなリ途フ。利 

マ杯さ%のとさ秋担は内断2 ～ s 年で長大6年所得区毋けるが 

旅長率のあい座児島マはs。〜 ss べ類でﾡバのテ"ークー 切げり 

ハ ﾡ%利る率の場合秋田るは30べ 雇島で2$年ﾡ灰て 

減大の甲ィ活名めけるのてあっ マ 次小経る木要がﾡかっ 店 とs座 

)用では林※宿挙面みは34 ﾡ座声が正代類の 目校としマいわハた 

が25年くらいマ磁んに似浜さ»/。

いふ秋のイﾡそ32手 底を今しマ. )材おう 

よ び4表 , オフネから内れ州『をツ技すると 秋田 そ3s, ce円 ・ 

ﾡ)Sマメ3&一。H/になる。 よ◇甲代ﾡで考えるか、se へ 2s 
年マ考え えかマかな り金うの マあ さ」と。

)林地利点 2 地利用の花!本利性生校ぶ

ﾡﾡ利用ヒ林地利用そハをハについマ ・系で絶Tし戸ごとさ後済 

生そ算走しのら祈汗へは ニ』らの%。しとづき ながら、 地と 

林地利用の相対的有利性を どの よ ラ /にええ マくへさか、いいかえ る 

と林地のﾡ池化といク土地利用口選そごう理解すべさ かについ マﾡ述 

さミハている。以下ひさつつさの際名引刑 絡介した い(傍奏 

蜻).

掘井代ば. さ ず「ha当 りお球*年介谷とha 当リ 他池ﾡが内ﾡ 

ず え に めの肉中価格の 下W 名 • 利る率 s % の超感每林池算河得を理率 

• レ て韩口レ」. 匸多キ価格で,/8クルク 円が下ﾡとなる」ためには、 

’ ほ藤率は se メ. 有成係牛敗能価格をデ牛の ムク メ 今中ﾡ希0 
みた領格 ク/」と忍定す ス 以琴の0る ことそ 計昇結果からmさ 

かにレ・ さらっにきに 河じ旅のもとマ「利号率5"の場合さにいい 

マしやマさ'ノs22e○円ズらいにﾡる」ことも算老さ»しマいる。 は. 

コハゥの算定結深にむとずいマ肉牛の価格水準に関して、「現在の林 

に対し 肉牛生建が土地利用に っ い マ経商的有利性を主み え ために 

ほ«キマ/s22e○円. 有牛価格で/ク&ク, e 円がﾡ所保 ハ F 
け ハム らぬ」こと る橋ゞれている。なおニハは 篠オ s表の A 

ースにあたにる,

ごこ32. fさ3の価水準の続と、*のうえ二っマの早利

ーズー -2S一



用と本池利用の相対的有利性生についマ・ つのご とさ ﾡしをにてろ 

と同ﾡに炉兵2示さハろ- すなわら「このと二ろ員ﾡしマいる3牛 

ﾡ裕の老務からいスばずレン得牛価格/2o.eee 円のは央規因 

発な水半るはないといっマいい。そのかミ"リマはﾡ地とし マの士地利 

商a, ﾡ産の なかでも網 とレマ も収益性の依 い肉牛ﾡ産査生であっ 

マも 牀池と し て の利用に対し終済的有利性が主强で さ そうてある。 

「向 題はし ぶ しなから ・ この水準のをもたなり 上率外行の持続ﾡ法 

りそとこきていえるのかといことである. たしかに点・とくに牛府 

の福給見通しけ. 国内的にはもろろん・ 回際的にも傑給不足8ミそパ 

配しハばならぬぶっな情え下にあろ。た：が. 事を林栄こﾡ合と 

いうﾡ実にっ る考えろ とき ・ ッなく マそ25年・ あるいに35年 と 

いうさうな長ﾡの株ﾡか爆たなるだけた 当面のﾡ給党面 しからい 

うミとばしちろんﾡ木がない。む しヲ*の場合牛価がミの/。平足ら 

すの向に. s4のピーク・ 3s坪の底といっさっに激い変ﾡを保 

リるし マいることこ そが炉でな ろだる ラ。そ小に対 し林木のほっ は 

-ﾡしマ安ﾡレに」ﾡ優向るみせマいる (ヤ3図 ).長ﾡ的天にお 

いマさ. 林木の値上り優のほっが、-桜物価の上早ﾡ向を上回るこ 

とは週去の経そ較的矢だっ = し、林逐 むしろ* の夕 名確結 す るこ 

とにこや. 特定時素での計撃上の林め修ルﾡ性を内ﾡに しい林※ 

あのき好かめる. とすらいっマいい,*の呉と畜産の場合・ﾡっかに 

一渡ンて し \る の とめる。この商店の不老起性が雨給ひっ迫見通しの将 卜

においマはありえぬことが下レかに足通xぬかざリ・ 現奨るの不 

利性が为算上 はい/た た してモ. そハににって長ﾡにわ「る主地利用 

のガや決定さハろはずがでいニニいシてもないてあろシ と ・

3 図 木価格.イる牛価おの移 (B3オ2ソ 年=/22)

なおこてﾡﾡ印は.従未行なわつでさ た軍池のﾡ氏的利用の岡ぽ 

と ここマ断故レマいる車池のをﾡ的利用内の盛遂いを甲確にとらえ 

フつ、再段・ ▼也利用と林地利飛の合についる. ﾡ兵老示さ»る。 

す○。今日特に政災合つアヒなっマいる草地利用は. 怎利用な 

リ 厩肥利 用 a ・産4物入と し マみ- 2ことがごさるよう 午新都毎装る 、 

もちろんMﾡしマいるのではない。労之率店な レ、化ﾡ配料利戸の深 

化なりが厩R利用を後退さ さ、またﾡ成化の進ﾡが役利用のﾡ木る失 

わてさているなかて、こハまで"はﾡﾡ彦りﾡ役なリがあっ 二からとこ 

そい価格にも耐えでﾡい続けらハれたあ者、鉤渊牛領養が、その支

-24-



えがなく店っ 2き天ﾡ沢ﾡえごろをえない現状の 打ﾡ栄しマの役 

をもrこハてハろのである、ﾡるﾡ義が、いわば料刊株業に従尾的 !

に行ﾡわハマいたにす3かっ ﾡ状短から, 点牛なら内牛0生産育求 

がそハと レマ経商的にスロっこ とがﾡホぶ』 否産ヒ しての自さが 

課忍とごかマいるなかマのや池利用なのてあろ ・ この耐産物収入る類 

待しマの条宮告案でゐソ え y という鶴定ﾡの 宇情姿化 と.ぬ方垣 

内類体※のみ立という林ダ処の宇点安化ぶ 土セう声をみ2 :2 命 j 
産と業の歳象にあいて あたに余を旅レしマいるといっ いい.

この 绣細阖牛た亥え的かぎり 田民への浜台笑食糧ﾡ始とい っ大名報 , 

分ご国有林ゃ公有株のﾡ地利そいﾡずっに残行してし、地る 用

す る 際 自 昇が反発ケる こ と にな ろう」. ；..fl
「そのぁ合 しiしばいのハるよっに進み扱資牧場香運捜付への I

福と いらようなこと の効深 名大夜 してらぬニとを 注海す ベ さ 

マみ2う ・ たとえはャイ表のな牛をのマく投今のうち半暴を補助会マ 

行伝 ったとレマン 国定投会の (類費は表の数き名あて a G ら ； 

ぬ (素にたってル入の中マ再生産し マいく ために神助金があっ 

たかクヒ!ス マ借号る半炭するつけにさいかさい。しxっちゅうﾡ 

ﾡ伝を流して維ﾡするというたら別にが)とす»uざ ﾡ率s。/,. 

音牛仰格の牛価やに対けナつ率る ye . ﾡ奈ヶ牛の残な価格年 

ア。としるも,界牛価やノs$oc。 円. 存牛畑％•ノシ「"」,グ： 气

ー オ»表のBケースに相当す2〕がﾡと得的に競パでさや療 

とさ2一 (高座ﾡケ*、25年似洲と対*). 木ﾡ裕の水準名声

ﾡして考えハは 少なムとも ク2卓友のィみ*4る木にわたつて係

二 / 人 ・ , 「 ' 7 といラ さ e の) :し

う ・しhしたよっ に神金を考えない場かマし牛生/科及に同!

-2s_

炭そおいにとさ ダキs。eo円.イキoeccH 〔才な表のC 
テース)かマの限才だっに分マあろ。s かく下のイ利ﾡ楽を逆送に身 

えィ3牛傾そいきの水ﾡに定させることの方が、畜 建 の瓏立 発 病 

にはよリﾡﾡとしr/ア』しばならぬ ・

いき. 二こに示ミ»-A. B , Cのヨースにっいマ、あっためて 

ﾡ雇経送と岡格水準と消ル金と利字の 契係をﾡ理す る と .次ネキ ラ表 

の とみり示す 二とバマさ、ﾡ汗印も福坂さ』スことく補助金の効米= 

a大さいﾡ病がかアら»ず. マハ* りもい利ﾡのもとでイや水準る 

維持するこごの方が・ 目下の寄産経芝にヒっ て大切だ2 いつ真玄 と•み 

とることがマさる。

ア承 否産«さ と仰水と神以金の 関係

ーケース A B c
自 ---

利 __字_() s 5
-------

ﾡ 平 ( so so
來条4 .り み年(ヤ年() 7ク ク2 必

合み中缶格

--出牛他裕 (% s e クe クo

4 午 価 格 (〒H) /&o ノタ /ぷ

他格 (T円) /◇S % _<2

神 ル 金
なし «牛以外のず なし

に半神可あ り

-2ター



V 芳〒のP指イ

(/) ネ井レポートは. ﾡべひ述ベクハて いさこ-< ・F卜nン〒池 

化 そのぐる士池利用合、と部登が表面化 レマいる 専遊 るうけとの・後 

・径者的奈連をすさなか ら, 幸ﾡ利用に皮 る 座逆単広る 西をに し っ 

っ しかしそ/にもとずいマ,経否件そ試ﾡさ』たしのて,ノ20つ】 

のごとく早也利周経営る夕りたいものに対レ て. ◇さわめて有会な指 

合る 字テえてくハマいる。アトに ま た ・ 今後、林地利 戸経送るさ り ー届 

神して くうえで. このレポートかっは多く の 不唆を うけて いる.

ごこマは・ シ式弾:t/に享也利用の経送単位のうﾡについて・ 2・ s 
気づく央を出してみたし、.

i)負本坂術に灰聞しマ

メ 草池管煙ﾡ戒としマ/2。万円が組き»ているが、ごの念浅た 

○聖用自動幸/台分程気に相きすると考えつ»る。と二ろマ 

表定 し たもの は ena の 牧草で,、 その車占量さ ha 当た リクo 
トン といっむの?あっ た。そっすると ・ 運秘? 用自動車の ほかに 草 

A複お 〒ﾡﾡ械 、 ィ □詰込み用チッ パー な ビの機城類が不ョ 

ヒなり したがって ﾡﾡさ』た /◇eHるは、ﾡの惨理 

処がモづかレ い の マはﾡいかとﾡう。

** 畜 とﾡ命の配置と 呼当リ 単価 2ァS2°e円についマ:oha 
の革地管運のこい そ の革池が自老かち速く 通ﾡ不ﾡで場合=

- Iは残地に督合をシるルﾡがある. ところで • 二の経当単位の 

湯合には 自老とﾡ地の 位図係が西確に示さ 4マいない。もし 

現也に名 室合ととも に数1る こを 飛定 ナろのマみあハ あ 

教図系の 平g的な型然価 としz 3当 と考える。

ii)4財対貨に炉Pして

***肥料骨 : (げんみっにいえば、「*のの流ﾡ初」Y

さ』ている) 20万Hについマ : ha当たリ〜。トンの牧ﾡそ要す 

るためには2S7/N&平友の龍料代を現とすろ。火eha全休 に 

ついでい文ぎ・ 2.よ万円 Yx2=/222万軒 ・ したがっ マ ・ さ らに 

多く の 肥胖貴 を虚かする皮零がある とﾡ> ・

:た 牛の怖生替盤貸につい? : 設超 れた 経賞単色 でな、牛の佐生 

管響か計工ざハてい方い. 二の管ﾡ書はくしくは あ以費と映 

医 への 支抜報動 とにわかる。経き挙位で は 2 人。 紀爭者で •経自こ 

逐なすべマのことがらを必行しマくこごになっ マいろが、上

の牛仍衛生膂理は、ニ』 ら2人の催理羽着の垣当ハら株外し、戦区に 

きかせた方が現契的と老える ・

とろと. 神井モデルのなかに. 新たに獣医に茨支扱、シイか力報 

を支放ﾡ目にえる 要がある、

(2) 補井代ほ. 本ﾡで要約・ 絡介したような修正を, 井レポー トに 

めて いろ。

ﾡ落は。•开ホがびごホINいぶ俸E粉こも若毛異論にもって、、る, 

例えば. 利号率を ー 律= 今にせさ との挙示につ いていえ 修二 計算上:, 

*の う な探作にごき多が.. 現ﾡの経にﾡづけナる経芝単位をﾡ 

シとする場合 配ﾡでは.海教肉係に対する利る年は「桜林央業奈会 

R通制」のシちの「発u施教や金 の利率がンさ%ごなっマいると 

ころを合せ考えたとさ ・ 井 レポー トマ用いっスマ いる利る季ス会 

にさ 都産経送のﾡ亡マ -さい、し現兵ﾡな六があるよっに っ。
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(3) そのには二上入っい2し て ・ おオレポート に ついマ ・ つ 

たく しは ﾡ差みず与いしそれの質本利多の見ﾡリかハさいのマは 

方いかという兵を堤虫し«みたい。

お井 レ ー トマは・ ギ の造あ依 し /6の TM /h3・マ・,ﾡ経き面積名 

か匆渴する丝の澳#印慘と L マ . ノケe(FH)X<enaxoe4= s4o 
(TF 計上ャ ハていろ。なお • 二 の 考合の ﾡ地達みはと シ ビん のこと 

ながら桜械力によっ マいる・

いき デ地生成ずの天なを寒北地で進行ヤの革なみ考栄によ。 

マみマく フーにし い。

ま ず、町が 施行主体に なっ マすすめているﾡ栄ﾡﾡルお*= 、 

っマっく シろ秋ム木町麻里げの改民牧ﾡの場合をみるヒ ・ ミ 

マは. ～3○生のアカマソを主とし=抹也 2e ha の車地化寺 

栄を行なってい石が,火2年ﾡにﾡ悲成芸ヒして・ ha当たリ2/3 
〒円を上レ 爭求を.実行した。(現左・ *の事地速滅*り、 

のみ永を詞やしている > .

つざに巨がさ作の主となっ て すす かられる大朗腕早地女友* 

のとてっく らる えの秋堺仙北BPラテョJス ﾡ 改文氏牧野 

の合る と り 上げ ると ここマにあきs22へ Peemtの アナ 天然 

• 林ダ xe^。 /ag対象に. ニハの 宰也化甲束が 井 ﾡさて む',

秋出祭査屋師が作成した西客によるヒ辛九しシスで Pa
当た リ 2oe デ円が上さ»で いる ・ (現・ 内の滅2あさ び 

夕親的験.美施中、なお.秋状をたては、二の ノ ニ 

黙系件がさびしいために、軍地化を楽ﾡさせるためには、計型しマ! 

る革地造ﾡを大Yに送やさ広け»tさ方っ広いことが出っかで<の兄 

解とっマいる。)

ま た ・ お手お手 P王ル オト神ニある 国有林実㈱攵湯にお ナる政区 

牧野の場合をみる と こ 二:ぷ約 s/c» ダョ。 の ヒ 

ノモ・ ヒカラマY. お ひ ゲ・ 林 o /a 名 地化する 栄か行 . 

・フマあリ 全交験牧受Fスの面ﾡにろと • や地芝以ﾡこ レマ、 

42～ <ヶ度3ッ平場マ、h当たソュクワ干Hバーこて 

いる・ (ﾡ在・ 上の平池逆成よほとんどがっマいるばか、 2soha 
の林ﾡ汝 攻の霊理 - 2～ 年生 3 z の抽費林地に 4 牧区 こ —— a 
すす か •胃湫 ee 族の日本短葡キが器入で ハた。)

いさ a当たり革池が投ヒレマ 上ﾡの3例lのうちかっ上試の 

2アP(FH) 下形の2e2(FH) さ用いマ、さ ・ に辎ガた杉井レポート 

(ャ3 、 S表参受) における甲地利用の徳済枝を求めると • つざの 

ごとく正さハる二とになる。

なお、 そのまえに. 上記ha 当たり2アタ千円 および220 (千Hゝに 

対するﾡ本利るは

2クタ (〒) * <ha)xo.ee = クoe (キH)
220 (>* o < ク )*2e< =2 く← となるッ

ネ レオー トマさ、この ず本利多は

$2 く〒H) x<。 (ha) x o.24 =322 <千) ざ"あった。

したかっマ. 平松ﾡのための楽木利るの対次のさ、ク2o-342- 
s〜2 (〒円)および イ20-342= se(千H)一なる。

いさ . 5表に翌埋し た各ケースのMれ親から ・*力に ニA 
らぷ2テ円およひみ○千円さ佐株して ・ 舞冷a』たり折缗を求め/ 

すと 次表ャノ2象のごヒムになり、南地利問の後六修は、才さﾡ= 

出へ、いす】もくなリ. ごリ. *井レポートにおいてﾡネ列号 

が上ﾡの場合には. a当だりﾡが ( a) の場合o千問,(b)の

・んン ーー

ha%25ef%25bc%2589xo.ee


場合3千円と.い\す»もいろじ るしくイくなっ。

ア○永 革池利用経営におろそ商性生客 (その2)
- ---- - -- -- -----

拝a当「ッのﾡ4R
「(o> の場合

彩井レボート・

〜S火.(フイ> /e ( '8)

、(b) の場合 /e?(3<ワ) s c 力

(ネ井レオーの修正①)の

梶レオート1 る合
*S070フ 34. ( メ2)

( 全 (I)+(工)のﾡ合 ノク7Z(○37) (/)

注)( 内ホ ﾡ芝及2oe千H/Aaの場合 oシr統%みわェび 

年a当たりのれ解.

そして. 前桜表および上キオノ。系のﾡ池利用の経ﾡ性のうち. 

杨井 レポート の場合のそハほ. 才さ表にﾡげた利用の経ﾡ性の水 

浄 ッもい。

) 以上のるえは. 梶井代の修正堤素ないし、ﾡ合の立= たいする 

疑にﾡ? みあった。しか レ ﾡﾡの4正ﾡ条から程々示坂名 ラ けナ/た、 

すなわら ﾡ差改普守業など神助金によっ てっく ちハろ布令なごの 

歳の なかには、そこ で想定 さ ハ る経考単位か ○み る 〜登大資とにみ 

ら』る易合多いといっ福施には、 神切金行政さどう 判解し そ ゆけば 

よいかといウドﾡ契ﾡるふかめてゆく フえで参考となっ f。

(を) しかレ・ ﾡ井レポート全体をとあおして ・ 終つさき とシとこ ろの疑 

1素が残る。 そAな., 梶井代は林地そどのようにみていろかといフ契

-4- 

である。歌%すれば、早地列用 ・ 林地利用のﾡ対的有利を球する 

易合 すな2ら、そこにある林池を平地化することの受ﾡる経達後ﾡ 

的に検さしよシとする率地利用の側とレて . そこにある林地でごのよ 

ラ にみているかという奨でみる。

ﾡチレオートマ党か』tている林地として は. ﾡ地が期定さハマい

る。

しかし林地の地化がとなる. さらにいえば, 株池とレて 

利用レつブけるか 事地利 用 に変えるかといゥ 土地利用の桜授 が迫ら

マいる場所「すなわら地は、表にそのほとんどの場合、そこには 

へ工域林なごによって林太がﾡﾡさ»っつあり 裸地ではない。ﾡ 

内かﾡﾡさよる砕地=ﾡ花というﾡﾡさ. 炎ﾡるみっめたあ合、栄殊 

な軍例といわぶるそえない。

したがっる、いきそミに表に林太がﾡ以さハつつある林地に対しる、 

ﾡ池利用を すすめたいヒし マ行な ラ無倒生の挨衬かご いには、* み対 

象とする士ルのしっ林条価徳秘を、とめあさう に価 こ その縮極分を 

ごのう に 扱わ らとミitそいるのか、あ井 レポート そ はニ の英 み今 

才がふく、革池税用のス ドからのみうみた方台ふ有利は次こいつ

るなえない.

土地のもつ林兼的価修は. 株木庄産といろ支城的あみみがらす.

さらに»えで. 保全 風致といった间接断淚お大ら い をる見注 

すことはできないと二ろマある。

受するに・ 今ﾡとミハマいる林地のﾡ地化るめぐる杉対ﾡ立将利』 

株様のさ い、ﾡ地利用の経そ有性ﾡ表にぶ\しマは、軍地とし て利用 

しsっとす る対象の土ﾡのもっﾡ幽価倍分さ主当にﾡ価し、そあ部 

分を革せと し マカ利用賄命画前から控除レ ふさならない。そのよ

ニチー



反権際が正考に行な»つのちさじめで • 単地利用の経高性は林 

利用の経ﾡとともに. 才対的有利校のための共通土ﾡにのる 

ごンがマさると考える。

く む南て州にま た ・地位も3ﾡ地にでひげた場合にはずし もズ 

のようにはいえす.メ本にみら»しるごこく、*の4類は若千高くなる。

(6) へ工林る支してく林地利用には、秋池かっ希する場合を下所 

と し・ 法正林状ﾡがでさあがっ 7 いるあ合を 上ﾡヒ するY二ろの ヤの 

衣い利出そしっでいる。林地の人工ﾡ池化というドﾡし ・ この 

のないなかる、利用ﾡ客がにぽとなる高面ご一に対レて»く要が 

あり、ﾡでを上立した「下V」のとごろにのみ際定することは林地利 

用 の季る叙くつることにﾡる・

以下. ミ ・ら林地利用の経活性の上ﾡと 下ﾡについマ 補井レポー 

トマ用いつ»Uたと戸じ「所心指探によってこれを求め、次表期" 

ノ2.,5家にるの継示を示した。

とくにノ表 (給合ﾡ表>の、林地坪所毅と、 4○万円 (お的 

力嘩能利用経営で窗 し た解税 ﾡ>そあ けるのに要する 林地面様 ( 

ﾡ)のいずによっ マも 上したごとく林地利用の経商株にはない 

ヤaもっマいるということは. ﾡらかにわかると こ3である。

なお ﾡ氏はさミに (T一2)スギについマ「宮比念マ2年ﾡ 

族 (〕マﾡ大のﾡ内解名あげるのであ? マ ヒ述へつハているが 

テーターの都合上、ﾡ本について同じく所ﾡをおめこ /年 あ 

合 地危3符池のﾡ値 ﾡ台のﾡ島の場合、地位2等地>上掲 

/8表に場けたごとく、千円単位で表示するとﾡユさﾡそ3○も

炉じ水準(/e0単件にすると オノノ表にみら»るごYくハ-o 
イ ウ=2夕 342 となる)にある。したかっマ、スボの

ﾡ所午保が代ﾡっ今坪マ最大だとさハる素は , 地戦2ﾡ児ﾡ, 無本をス

-6- ークー



オ//ネ 林地利用の経 定 (その/一地から楽事る林利」用のあ合

ﾡ/)②印さ ﾡ計孫表本ﾡのアと表)の中価イ正ル神

イ歩正した理:ﾡ釈の$.ム(千円) マは ノ4.S*今.4=2・ノ(干H)

(A) 彦島 (n=so) (rセ他2ﾡ地) (B 太本(a=3o)
'■

落夜複
(/(ダ)

単価
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み
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ジ 0
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s7
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同
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I)

/S
-2o
2
3o

フ/3

っ8.
37
34.4

s4
s.4
s4
s4

( 基業準収入合情(T) とx: (/)
系林客合め計(〒円)

(2 ( 本ﾡ オク表ち u不の基イ) 4/6.0 (2)_______—
(夕

(>

今の90 C) ワ (3)
林逆手所ﾡﾡ(〒円) f3xoojss3xo2s}, 

式:(3>x(-o税 *ooP) R9
(と)

($) 年。○万円とうるためっのホダ休セ面ﾡ(3) 
第式: ece/%) ス.03

(s)

注っ)(A) ケースの(/).(2) はﾡ井ﾡ表4)の(3)くﾡと(5、(C) の 両 ケ ー 
表萩 (林好庁) 乙 ﾡ。

・〜*ドー**マや〜...マ.**-*.-.-......キ.a....基*-...マ..←**〜*Aい..**〜*キ**を。*基基4..を〜...キ..-ィやを** *..業**太やA.v *..4.-.--〜.**業*や〜..*-章a.....-..*......*基業事特。輪本執。幸*マw wー

( ha当たり)
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スはﾡ木算定 . rおts).(c) の (/)算のﾡめには「ペな地方すさ林分

「..  一

e 3等ru) (c>ﾡ本(の=っs) (饱偷 3 専他)

係系数 後 

(キい)

平徴ﾡ
() (.今 (2XTW)

ウLーL i 係系 数|
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アノ2未 林地利用 のを界 (の )一法王状便が乃 して Lろ今の林利用 ——(ha当=y)

(B> 本(=3e)(地位 3等)'A) 鹿記録(7=5c) (地ユ2希地)

翰氏環 単 ィm ー； :

I -、-- -- -

(t3) <キ日) (〒P) (S) (〒ロ

主 ィ) $0 メc 8.0 s940 主 ィ
(ノ ヨc! ! s

ク6 4et 6 ' <く

2o ス エイ ノツ2 同 2ク c4
スゃ >0 c4 クジス xフ $4
so N0/ i c< /4

ィW
3o x s4

3← /84! s4 / 々
() (m

メo 26 s4 小

co _4s _ 2」 23

グヒ3

>c3.ふ

(/) 林 梨相収入合釘/t!?)<46P (/)

(z) 育林奏合 <〒円) 6ふ

価 才 
(〒ロ)

ノぐSY
/P 3
/S 0

()
22
ダ* ■

(ヤ クうから回存沿ずと 茨通料ﾡと減価償却賃を合計 し たしの)

(3) 林:然をな
(3) =(/>-(2)

3Pジ^ (ヨ) クィク/の

(/) 林卜池術額 
(ク)=(に/

シ (4と) ア"

(よ) げ 4ハ 万■河 之 ラ そたの)の) 4 2
前夢林 北面積 (ha )

( 2 02「X クし

2)

($) &. a

[e A (n=2s) (e色 3琴)
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(2t3〕
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________________ _____ ______」」

-42- - /-



(そのこ 2 :--- とど2

(与2当「に!リ林卜地利用T径(王)ースギー

裸よ り 発する 場合ク林セ利用

-人工牀利用の下限——

法正林状だができのがっ マいるﾡ合の林セ利用

----人工林利用の上限.....

定島 7= $o

ﾡ 本 _3。

2 8^

ラ ク2

全 =2S 3 / S ク

(ズ) 4○万円の得るあげるのに要すろ林地配積 (ha)

ﾡ 島 = $o

熊 本?=so

合 mニュs

スス.ク

ノフ・ $-

ノ・

ど.5

8.3

/e.合

ースー ーー



(/) 服に述べた課懸にﾡ近するためには、検十名要テスタくの委目が 

みるが、受大の示会さうけた杉ォ 祀潟レ木ートセよりごごろにし 

て検シをフフるためには 、 とソ危さﾡ池生放後のﾡきお 

よび木オア場湯価ﾡのトレンド次 み経奇過などセ利用し マ「ぬ。 

万内得名あげるたののテ愛林池面税」に対した所「受林業の委忘 

ごを理らかに し、牀也,ﾡ池両利用経について 経送位の設ﾡの 

P今赤を. よリー歩呉体的にしてゆさたい、。

「2 六天検改区率ﾡのYとﾡ系浜

------- 土地の林業的. 畜建的利用をめぐる経/後者上•の旗対

( *のユ ) ------

高不天

百 次

T 主 にk. " /〔 一 * "***"*・・"*・・・サ"・""*"常・書制"""*◆製"*****・**・***®""**・・・"""**・"・***・**"制堂"・・""*""**"*"®""**・*******"®**・拳*・・*毒堂・・・"・*・****・****・*・"**"**** .ー イ・

II 軍地改区ﾡ業の概ﾡ----- ------------------------------------- 44

I 検赤同不林と大横民車池事紫さ望/---------  クア

(/ ) 地坂の概え--------------------------------------------- ラ

(2) ﾡ森有 林 一-一―....... .------ .------......-ーー 一 ......... $o

(3) ﾡ森にあける事地利ﾡﾡと試歌--------- - --------------  3

TV 若 千 の ネ....----------- - ---------------------------------广 P

ーダダー
一ル一



[2] 士ﾡの林的. @産的利用そめく る経莒終済上羽国魄尾 (その2)

---------大規模輙改浸,朝初 装態と同野---------

高 木唯 夫

<+3ーターー

本ては. ﾡ北地方で ﾡ在貸行中の大ﾡ求改区ﾡ地 等条切 楽ﾡ a • 秋 

累仏ﾡ阿に密地徴の歌民呼紫動の素際るとお し マ ・ 地士地烈 

用お■の異篤を整介し. 今後.林地と革地の利問気合とﾡ産F球に題 

してゆく 陽合の業方仁提示 したい.

エ ﾡ地改以率業の格季

♦藤介/ さえに、革地改民率茶のﾡについスー警し zおさ cハ.

車地改决に 関する爭案に、昭元37坪から公央媒として取Pハ

ることにﾡっマいる。また.Wﾡっ3 4H 2ヨィナ の士池び区法の-
• ・・・ ・*・・・ ・'"** '

部み正 によって、この 孝栄は士地改段守栄 としそ天する二と がて さ a 

っになったこ(土芝改民法のヤ2条る、浜用地の定ﾡに著地口係がgﾡ

sハた)・ さらに 翌のPのネ2ﾡには ・動桜振契式 ・ 土地改区法お 

い承地同ﾡ検公団去の- 郡も改正にな り、国営も た都当府系盗て 

公 ﾡ牧ルとの革地 柄席が で き ろよう にな る とヒ も に、同公断が妖ス考曲 

ﾡの一祝を安がレっニごに☆る高ど、自給合f合の主産速盤名積なイ切にﾡ 

備すろのの革造成帝京が字造にﾡ りはじめた。なみ 第池改とにﾡ 

する弾業にﾡ媒成地等琴求のなかマし契:る いる ・

「池改受予速計て」(土地改次法方が然の 2の 規定によっ る なp 

»に二「土改文区絡合者計動係査」をﾡに・ 大減 役 経済全画庁な 

ごの図係各右のﾡおよび内係部地送府素気新の蒸児名mさ . さこらにﾡ改 

落繳会の爲見きさ三. // 軒F/ F2S日際栄央定ゞハ「vの) にぶる 

と. 火。年広以降の,o"坪炉に因が行ないきほﾡﾡおぶび麻ﾡすス 

土出良戻1係の 業は . 宇業長ては%2 ○千偽円 と定め らハマお 

( *のウち炭速成谷ヒレマs,s2。ﾡ円が上さい・米業起 

の減浜的校大 . 様城化術の浜業びの改巻るはかス Fめ様用地3s 

万ha • ¥セ〜。h& の改決. ﾡべ行なっハようとしている .

- の場合の呼媒央内きさ ・火表? / 表に場げる とおりとっマい 

る。

以下縮仆し ょう と する • ﾡに状地験の大球模改平む平に ・ じ 

っは 上*概才/ 長の遺上般「西多平地改己す栄」としz スタ ートレた 

が 減に至り 彼 で镭近す ろか、、オ / 表の下か ら 2段ビの T ﾡ問利 

樹搬牧埸銀麗事栄,ヒレz. *の予※内き色楽え。こごが検さい、 

っ フある とこ ろの 聊針画で一ある.

一火6一 ーク7一



く ビBポ42耳互)

オ/え 早也改契京係荷内の区分およひ内容

B デ 名 荷 シ 字 平素圭体

回泊軍地 
改辛

ク/◇&以メニ 公ﾡ存ば牧場 ク

そのイ 4s
名ﾡ泉 
改区事米

ノ64ク％ヒ

(/田セ3。イ。上)

s%

百等 イマ 〒 
ﾡ 改え灰寺

ククー ﾡ方公団体
; ビ 協
; ﾡ ② ﾡ

小、規ﾡ ﾡ地 
改没事栄
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※米落のﾡ微体1
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軍集原利用海坂 
室備等業

炎 口利戸板名 
本産業

野地受会面ﾡ

xoイoニ

22o Co以二

(若槐段)M:",
(利用港送) ッ

s◇%

同 上

淡地べ機公 

団

ﾡ塔福上マ 
考 業のかのﾡ 
池改ら手不

SeAa*上 $o 
内

市町T村ﾡ協濃 
族棠他台幺人*家 
生産法人 茨戸あ1る

(/ 地域の 概,元

; ﾡ秘に対けする都在的士地利和凸の季例とL マ 木将マは、秋u県 

仙に部田天ﾡ"(内や林活内のﾡ系回有林セとッニげる .

■ ﾡ祭回有林ば 、 行改工は上紀回で柄にﾡし、出天•協叮の北東岡に 

他し北秋ル防マ仁一町ご修していス (オノ 函余受) .

様の 大ﾡ改区辛ル平茶型の対線む求 =。 樹春-市林内に 

みP るク、 二の対斗あ:0のおか2 マ い る交1条件 は ﾡきの 同部素か 

ら示通と林立をっないてz。kハそのﾡ地といクニ と . ならvにﾡ 

ﾡ子ee" で・冬同 s～とwの秋ﾡのた の英通 ば金状施= なるとい 

ラ ことから レ椎定と る= c< 倉糧経溶かため/こ ュ/異ヒいりほか 

/はてい。

• また ミ の対井る地段の 台系系件に • 上 のごこく冬点Pの承きの乗 

いことが二つ縫滲/ことってきひ1い条キヒみおこハょウ。しかし,地 

P系で存板度にサ*ビ区っ受はの2が おおむ。○度内iのk 
ア 件のや池状て *ハが/o。。ハみしの範四にわたつマひらが。zいa.

*のR ソ ご部産然岩 ヒpけナ大ﾡる獲ほ*ハ のる a っ ・ァみ、る 条 

件そも っ てか、こ考えらいる。
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木ノ 図 田天TY株麻の位度

/マ

PFP

(2) ﾡ回月林 ^

様赤回有林Y地え 2:の 尻1係に ・ Tとののいださり , 従未か

ら隣ﾡフ2か町才、とりわけ何に切との徒びつさ (同好の設ﾡなと

の制授的なうっブIにぶるろというエレも. 横行切な卒内? ほめるか )

がいらじる しかった。洲的にいっ で ・ﾡ杯は沢ﾡのなかでも球も 

契きったところに位置し 明住民からは利用爰寸深の終訟/に/, "く 

s た。

ﾡ本の 回有は. 220 年生のスナの天然生林でおおわつ»れ ていろか 

昭和 タク 字以後' 写年豹 / 纟ク haづっの巨ィがケ すのらマいる。

ミのグ。年という球えは、あとマもふ1しるが二の必を大双が改区 

池率業の対家なと し /い旨 . 秋祭兵か ら回人師があ った済兵

〜50- 

にのに之。

上のﾡ系におるイX.系材ﾡの哲き事は、ニのヤが& 

わハcことによっ てピッテさあげマいる。 そのことはﾡ求度池をﾡ当 

しマいる場, 株戦ﾡ 考Tン* ハc 隣す る小和無裂净殍関力 0 率 ※米 

チ浜のﾡ達から頬康する二とかマ、ミス (ヤ2本分照)。

2ネ 条林生ﾡ予の概号

要百送町る ﾡ・本製み奪 東

*

地

配 ﾡ ノ 323/* ハ久 ダ2.47

課 ﾡ $4$～ 85ダ m 42e～ み。 m

:

須

材

株
社 ﾡ (甲本わ) 2&夕esゲ (H社) フ・22803

本 « (用材) &.zそ4本 佣 Q ラ本

ho 
当 
リ

材 費 22.s ゲド 2ssパ"

本 数 342本 22字

ノ 本当 ッ ¥徴
ス 

ノケ5・ ノゲョ5

イ父採種別 代 - oo" 告え - /o。

樹 飛 別 L_・_/oe L = /◇"

度 

産

秀

材

ィ株C ノス2o。 2 2722 ス ド

地 
歯

山 元 /S.200ペ S. 70o ペ

凝 e ( 2ooe1 (22o○)

新 な し _______ な___ し___ ___

笑保内薄林曷： 昭和 1

要P.3
なお、ごの本は突在株地にﾡ入客えさハた (犯事からの改以字第 

請およ o後述するﾡ有林ﾡ管型響業会2 et召/ほが通退さ itる2とに
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って)。

(うノ ﾡ称におる事池利用現ヒ球吸

飛をしにごとく有林にあいで7ナの密伐 ・ 素林王権がﾡさハ 

¥zク。 にさ、二 M 地域発 対象に し 2 大ア、見疾き氏•率也字業力、丁7 め 
らハい旨 ・ 旭元の秋駅ヌ家から函に対しマ申術が行ばわ』た時択 

にあ「にる。

二の軍ﾡは ―にも述べたが  •「阿仁明次也班六現醇球地夕汽争范 

と称さハよ述のﾡ浜(西行好)メ/とアみのほか 大ﾡ野 (田オボ 

株木 内財在区有 休) 4 e。 / a ・ 合計 Xs47 /a な 印 々iふ地 とし 

そのクら季生成面積としマは、末く李栄将)考初店,株麻& 

822/2の ほか大芝野で 2 sona合t xos oha がそく3きハマい 

た。

レかレ. 年 43 耳 4 月に神域政扃がだした「v®PP42坪及大斑 

株ﾡﾡび民消都理(戸利用税ﾡ牧野校ﾡ)一 商に田ﾡ地E 
柳淼鹼---(茶)」によるヒ・上盗のﾡﾡにおける平地び区等業対系 

配破をじめ 卒地あ成面ﾡ自身わ挙初の買さ り大順にﾡ少したも 

のとレて示さ»ている (オョ表袋照)。

ア3ﾡ 土地究ケ計画 (ha)

•

■
ﾡ 名 w% 取瓣樹牀 才の

会 o "4 タグ ノS ジフタ

ポ称田地を対安とし に土セのる産的利用、 て』も大規ﾡなﾡ地改計 

画作成に ごいし々 て た 地の 配分tﾡの う ち ・ ﾡ池豊が面茶は上場オ 

3表に示さハるごとく・町当初の »oohaからen2へとAに*a 
小ハマいる ・

g作成が時内の後退ととしに、マタ也摄の英相にマ チさt戸能 

としで 羽崎兵における上空の針 ﾡ記浜名う解 るここはマさろ ナ 

ども • しか し/がら •計勸温展のこウ工 う な変受天名るにおな び、二 

の種の計回 (大面費にわにる林地を対象ヒ し た大桜ﾡな事地み灰ﾡ) 

さ そのgの対Y象池戦て果た して针動どお、り実行ミ いく ゆく のかピ 

う か ﾡ惑的に"ナハビしﾡ旧を した でる とえない。

とも初ノし 針畝に文寸す るﾡ否そ述べるにして し . t動そハ自ﾡを把 

握してル力、なけホ I ぱならないのぐ. 以下、いさ少し この改己考栄の音 

系 . 経が5な び内きにフいマ 整し たい。

ま す 秋にみける事平ﾡ改区事業が今日に至るさでにはノ。救年 

の坪戸を経てあし、今日、二の事栄は果の浜秋部ﾡのき票と待りるこ、 

さ / )
ﾡﾡ・成系期 そ 経遥 しスニム か 内ﾡﾡ ・に入リ. 俺く.本 

彩的に旅装と して カ7匕 しょ り とし るおり 上述の戸作田天セ乙にあける 

草也以艮率兼心. Tその一神をっむのマ、秋ﾡ果の「杏産経送ヶ 

系にと っ て大さな聴区さとげるためのﾡともいつべきもの としマ位 

置づけさハでおり ・ しかもさた「地表社会から大さは類付と肉じ」る 

ﾡめて いる。

二の申柬で宽図した具整なねらいは、「革地の利用形熊に『SA 
会里n 方式の先名 っウた秋e繋が、様ぁ zo。 w 力 家呼礼帯に おい 

マ 者産的利用に著度面を帰ﾡすべく 内用牛想会ネ傷予楽」を行店 

い 高産経ぎの消力化と大ﾡ桜央同の手を岬らかにしよらとす

-2一 一$一



るごころにあっッ

- o 甲業さら冬社十型期1/が2。〜*3 評 ・ ﾡ業央行射】と して4* 
〜とみ千を予定さ ハて いろ ・

祭浦行のうら。 ﾡ池生戒など装本施絞は国で き冬. 殺央ﾡs。 

利用ﾡ役、ﾡ四なビ次係町マそ』しで(行再い、管ﾡ体きば状 

緊かぢシ士ﾡくﾡﾡ、)のMれ有着てめるﾡ有林呼から . 笑信次名教だ 

してイすることiにレている。なお ﾡ有木り子こ二の著栄のめに伏 

用させろごとについて. 土地灰利ﾡ係の採ﾡるもふくめ 秋営林忌 

とﾡが将歩し・ ﾡ石林野ぜぜ断報会にはから』る ことにな a (公 

ﾡ裁会名 火e甲ヶ点通近)。

支み年者談珠の概理は、っマのとおり シ子・う)

・的 :「ﾡ用牛の集団におIる従否的り困香普チパるの確の-残 

とtて, 蒙導也带におけん億易越名施核のキ冰生祖におよぼすデ历0 
認査」 にあっ た ・

西井氏 岸毛和中・ ・本短命種 ・ホルスタイ ンﾡの放牛、ﾡボ牛 

合計/。 頑。

査チは ・ 22.4 ～メs.イ3e ク/フタ 日陶 ・ 御委省は ・ 

ﾡ後息込方式と し、激勢律人用給冬. 千次単は/日/或少たリノス 

kみ と し ﾡ参のヤ央早係に惑 し 自N食と し た。給氷 ◆州レ目 

じく自占水ﾡとし、神ﾡﾡは分退のも1に行ケっ に。

当れ結来のっら .てくに牛の発をについマみると、政キ グ際のなか 

にいず所で寺の体重よ り形一したしのとﾡ2時の至を°企持し ﾡし 

のが2繋っっであ。た。きた 青及干さ、所のヤン(本ﾡ/s/みP? 
に対 し終了ァには , P*s /2.フkど の着体を示 しr( とwの平夕) 

(法3P2s)

--

つざに この事ﾡに暖な状資標をmのぽ北授殺局ぞによっ 

7みるヒ吹次表オ4表のごとくて (教引と千ィロ (うち・ 地支 

成は x0ha , P c。 万内 ) 二達する。

オ永 全体守求計図
--——  ------------------------------- —  

「單地先表

基水ﾡ 祝 道ﾡ*の他 

計

25sse 予日

ベタ先学

/ $5, 2フ* ・

メと2ハ3

----- --- ------------- -..

費※川式設 可

β• 季番で「ギマ〒ママ ママ®ママ*--*マ*- *---------*--番--

s ss4 ・
岡麻物. 密 音 

ﾡ炎年谷ﾡなど

4zごキ段 計 23 26o "• •β••• **。番や器帝 • 琴卒季 • ** 1. • • ・ • ••
ﾡ 愛________________ 2.822 ・

※を番 入 2862o ・ /s ○ぽ

名 師_________________________ 365232 ・

ま北ﾡ致局 ・ 認でP。42 ﾡ大場検ﾡ逆び契ﾡ計m 

(茨料刊ﾡﾡ区ﾡ百)バ楽〕 

阿仁u沢ツ区胸森団也 xs.4 P.2

甲※施行が計西どお り行なわ】たる合、肉キのﾡ橋頭炊浜どをかく

め. 移経送の 動 z. 千表の ごとくたママいる( 才s表念ﾡ)

-5$-

—_____ ヤさえ 誉理縫算計曲

管後送 

予る

第地の利ﾡ

・ 的

伝番な新の

ﾡ 類 ﾡ数

利用巻o
藝—画_______

秋
内用キの業

ﾡ合 み

内用牛

放 雎 22○緊 

有 ﾡ <ece "
秋u※下- 円



( 東光ﾡﾡﾡ ・ ﾡ計西サ)

受核に 経そ送灰支の格愛および著末効※についマみマり会 たい。

ほす.(収支は. 次表ャと本のごンく示さ»マいろ。

ヤム永 あ経らル支 版穽 音 (オ存地)

ﾡ____ 団 金 暴

—

外
回

222 232 tx/soexse "

伙 項取キ坂売対価 ///手ク , ◇xx形x zs.oee H

ﾡ牛区 完 / 〜夕みc 次3 の像乂匕理メ“プ

i 入

_
。

ク8,54 ○

/ 3 Hを(4が月)sゆxaびツ43a。 へ
・多ﾡくク)&8x*70=4,4o 丿

0 ﾡみキﾡ入☆ $つ. 222 45○課* sooc。 F

a 買取牛 輪交吏. <ク5o 4 ○課 * < soe 2即

②«あそぎ 2っ. クラク

© 経ご予後管業 炭ﾡ委 等の 7zんみ、w 2

1 . ② 流教償賞 ◇○/2 ﾡ合ﾡの /y ノ 2み,ガ*s*

s先 フクろ

: 安公か ②～ ②0場合 十 /分/ ヨ
つ～② 支公契 ス～= i

・ ①～②» - /2o 6 ①～② - クタv42

・ ①～③②あ ・ - ア 2/ 6 の～②- __ ク 6 ァス

上物アと意によるヒ,ﾡ京地におげる牧切後らは、償ボ名考ﾡ 

すろヒ ヤ阪否て'・ す でに赤字に ﾡる二 とが示さハマいる。

しかした 炭灰所では. ミ牧坂を芝をすすめることによるﾡ米 

効をず問幌盗む率決にぶって. 次永ネソ表のごとく第定している 

ニノニよると ・ ニの事ﾡ刻によ ってもたらさ»しる傾益さ りし泰な 

ﾡ用の方が大さく・ したがって初率は/よッセ小こく o.87にとご 

まっ マいろこと か示 さ』で いる ,

_ヤクえ_ザ申伊表による野効(ﾡ表団地)

一
増 m 英 シ 便 益

お 債 益
合計

蜘
・ハF (A)/(e)

型ﾡ
数翌金額 ﾡﾡ 合額
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$3
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醤
►
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cc)

神

蕭梱

後前牛 

計

忘!

/ゲ2

1

引の :

2ラ2

〒"

/o,ぷ2

'8.2oo 
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s2e
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ア (つブ)

賃雨 業

経名 ず 栄ﾡイ=7年ﾡ 浜 本 チ ③一 合 封

ﾡ ﾡ 全 ク (P) (○)/)

大桜ﾡセ

*の 他

TP

2ラクタ7

るクタ2

㈤民当ヨル 

改夕号業

TH

c/2 ※
T円 

/5.2oo V V
M帯元セ 
改段奪業

ムs
1 \ \

昭 育 /9.フ28 窗連歌 スク2 ○ :、、

計 44クS t /o,/?/ 888 ク3542 .87

注 / ) 秋 秋出率池扉公社 去疑における闲用キの*力越Aバ 

イセッ ト爭集案施成複需. z3.4 さしがさ

2 上ﾡ書. ョP.
3 相馬清吾： 季にあ畜産 - 無人 管理の 肉用 牛越冬牙兼 X 秋巴 

ﾡにみる . 富産コゝTルタント . んoz。 (4s). PP3e〜53

T 若千のホ

以上みマ きにニンく胸森回有林を対象ごした大規ﾡなﾡ池所発。利 

同の同は 投べ報て3徳く干ス円の巨換の受区支虫と/e。。 ha 
ラかい同石の毛用のため. 制ﾡ的るばを受とすると二ろの、い 

フ 応つぱ核術. 経送る者きのキ内 マの検す というぶりも、そからた 

志えた「政祭台」た冬悽において と り上げゲられる ことか多い。

-42--

しかし 率ﾡ所. 利用の目的とそこにいたるマスとを混ﾡし 

マはなっない。軍ﾡﾡ発の旨的ほあくまでも、よッ相効な質糸(函 

南飛. 番種物を 中じとし「回民の 主琴食め 確係ならびにﾡ家あるい 

a ﾡ のれ保の向 よという3つの 要請 そ満 たすマとIにみえ と考え る ・ 

上选如我成交が規,模の六71、同順后 ビs. ニハらの琴 く ・的) そ達 

ﾡする7つセスのYとしで 琴となる。

と:ろで こハら3つの翌は回家的見地かっみても . 政紫的にも 

ﾡめでﾡ季な課選でみリ 丁ﾡなかざりこ小ら名ﾡル研e9にみ し 

てくこ とが望 しい二こはいうまマしない。

しかしらがら、 「風/のターム」からいうらば、こ八ら3っの密 

請は短ﾡ的万ﾡ野のそとでは相みに系管する守商すらﾡじzくるコと 

も少なくないと考えら»る。ごハら3つの琴者がにﾡ「』る 3と 

とfﾡとレマ車池のﾡ究. 利用そ考えてpくとすると、その可ﾡ»生の 

統屈は挟めら»れ マ ゆく ボろう .

とすると. 当面先的に満たにさ ハるペ き 要備がﾡてある かとい 

ラ呉にﾡして の政繁ﾡ載の 口目確化が朮浮になって くる。

5 て炭政局が条中の森森団地る対象こする大常税草地改該幸業T 
同1利甲ﾡ配故場ﾡ置計画 マは 計画の要本描超を、火下の=とく 

示している。 す尽ら

「w) 伯利ボの参林 深サみ 甲式深を内利用ケるこ こにs り. ペ 

の水稽作を基等としながらむ、*の他作回やﾡトル入によるﾡ 

永経営からﾡ作と高キによ る経の包区化名 目4と して規供の本、 

大化そ図り・1地帯合りに自立経営濃あ勝のﾡ成を以長し、もっマセ 

減長業の振メと巻泰術の道大を期する。

(z) 本成とりな肉用牛の繁砲セ>ターとし、肉用牛の案淸背茨お・よび

-59-



累 周年育スに ﾡ奨と おく が 一年ア釈託有成も行なう」と。

ミのミこは 知的9な初にたつﾡ老号のね大への要部る、 

ﾡ深同発による池経森の発最にっ マ四的に夫えかっ鶏術さ 

せう一 しマいると解せﾡいだろうか。

要するに, 天釈ﾡゼ改戻業に長類パよにたっマ 草施用 

私 利用をき しい方行に考三らとすろものとして強術し戸い. 

琴セ利用 によ っ マ「かのシ』・ る永解さ . こ の 改良期栄ガスク 

- ス 承扉 しマゆ <通程マー層坂大 し て けく 契残a つ かむ3 2 が 
できるたろう。

このうにみてくるヒ、ごの大現炭率地己事といら九* 

地利用制園を塗行テしてり力くためには ・ ﾡ務画作桜に比選な「 

画の琴」とL で しばし ば引に合いにさ?しる桜計面き (地元ﾡ 

ア房ビ)・ 計配作成主体 (ﾡ政局) • 計面ﾡ行を体 (展) 預 

考主体 (ﾡ政高) の各主偽がごの計 函澤業か行 s n る全類 

ﾡにつたっマ ・e堂成の ために残能を希率 しみいか そ e# 
続して/)く 保証が 序け』ばな クない。土也 の利用の 伊宣 2 涙供 - 

た回有林例る はじめ, こ の段鄭言動によ っ マ 山才市地域の地域後香 

社会の振の ヨっハ ナがはか らスt る ごウ山村地球住氏 にンっ て 

さ 二のも計司/が大チなﾡ祭琴業7あるたテ= 、 上ホ した各主裕 

相及向ク協籲ヒモバ の精院 に対す 小 保证 の归姿 ,: に 弾ノジマ

「S」 旭求士地利計ﾡの元減

- 土ﾡの林業e9.るﾡ的利用をめくる経協終者上の検(s-

百 次

工 戮 忍........... ...... ------ -------- ---------- ど2

「「ﾡ」の 未.............・...........     -.. ・ < 又

L 能或土地利用针画の意•味と讨画。 用件------------------------ 44

未 ..................・.... ・....・.... ....-............... ・ ダ 4

(2) 街 ﾡの菱中 (フレーム ワーク)一------------- ------------お

(3) 証曲手段 —— 計画的診はと設計——--------------------22
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「3 地土利用十通のﾡ核

士地の林米 指産的利』用をめぐる経きる有上の検(3)
昌 木 唯 夫

.....  ... ・ .............

株 (/)(2からっも秘えたかとっが・今ﾡ. 土やオト池刊!用ごﾡ 

地テそめくるﾡ合と誘整の向ﾡは ・ 山.オセ住生頁の介得2何生さ よ, 

セ内 て座ﾡ さ 変えさせるとハク目ﾡのひとて. 池ﾡ全根 にわたる土地 

ﾡ丞2中ヒしF有初広資系配ケ応っびに. 池求区新のよ y一居の 

と いら高面の a してあら つスマいる。

ごのよ2な局面に立っ.ス.よのﾡ保る達及さtるために 長, 地 

安の4性と 舞婚をZ し た玄亭的士地セ資系る 中バとし た食深配ク「m) 
-球王延判京師「画のし答さスてマ いる.

ミで...この池飛用画の怒義とは行かについで獲理しミ 

の高る考え マゆくクえ に琴ふ素る準係 しマおさ戸い。

なお. ﾡ響の程で. 渡立矢之代の「敷村の動/」(善見厚,用厶/ ) 

および「期凝借•画」(全回機米会議, 咕纟 N)から、さめマ多く 

の示客をうウ。

JI 「ず画」の 童 咏

,发ユ改6 「ﾡ村の十画あいて. 「tﾡには.台分の各木の行ある 

きめる命ミをしっ た ・ 予能苍ともなう一連の初断丄 マ.「ま *個く人の 

行動にかか』っるそのる. ある行多主体がこハから行なみら とする行例( 

=お未行勃) を . マさ るだけ合的にまた確契に行なうために (=計画 

の-戦的目的)する王である」ヒ・注べらていろ. しﾡがっ で,その 

判崎(=引計あ的ドケ は裕ネの行多の仕方を契的に球物する校能るも 

っ に利断」( P. )といいうる と同に「行物 主体が針函的判断に し ﾡ 

がっ で4すする場合に、ほじめでその判Uﾡが『計面』とびうスもので 

ある(P/)。

計勘よよた. 多数の人から成リ立っ マいる一ﾡの池我社会あるいさ 

崇田にフいマそ考えらハる, すなわち、そのうなセ税社会のるいは集 

において ・ * の構成度各回力行物 さこハまで と達 っ た方にむけ マ ・ 

きべ達っ た方で行物させぶうごして計重パ判断を下し. その結. * 

ス ら構成見が*のらホ動的』Tにしたがっ て新しい行物を と る な:らぼ、* 

の判前さまた*ハら様み異の将央行勃 はわるての地受社会あるいば 

ﾡ団の行あをする納5 とも→ことにﾡり. 「e計風.とぶに使いする 

判断「となる。

「告1限 Iについマは、上ﾡのﾡ辺条のの他二も . 種々な魚度かと 

*の栄ブけがふさ 4マ いみが、一扱的に いっで.の判Tない、し危売が 

起 ② 類択 ③ 未表常についマのﾡ恐なごる琴素にしマいると 

えらスる。

なみ.地域のﾡ発計重というように. 一歩呉台で高面においマさ、 

ての列画の急味づけ の7こめ に 「改善投資の留状 と結合仞 W驶ュナ とい 

ラ天もイしﾡ』いばならなくなると考える。

注)林健- :米業地求井面の-複長(環栄な通徳.ん。.2←PS)

-62- ームう一



T 地^土地利用計画の竜味と针画の用件

(/) ﾡ ネ

九式士 セ利 用斜 幽 ほ •目土計 型 ②体系にけいる一 種 の 地域計 画 て, 

ﾡ球にらァる4委ﾡ, 社会象を対象に ♦れを土にの利用ヒして 投影 

さ は「ものである。

したがって 山村地茨におるこの士池利用計画は その地寂の選 

楙も対象にし マ荷で ら21るなルの杯者計重,ﾡ休rﾡな。地域の 

きを産ﾡる対家と し r地成経ﾡ計両を , さつにまたて のムト地る対 

象としてﾡでらる社会画を そ』そム土っ地の利用と し マォﾡマ出 

おがと 総合化した計西といえよ ラ。

なお セのそ有tﾡは 主とレマ 表の林栄名はじめ各産米に 

従寄する評係るる対象とし 7 • ごへ付やにのたのに要さ所術刊み 

そ受因の改移同爆とっ。ほた 地球の社会風は主として、そハ 

ら 契係着 そじ め地球住民 の社会 のf上と社会ﾡ係の 合理 (血 

べ)2扱っ。

ところて、ミ ・つ地の経香計画あさ び左会針 画か対象、と すえ 如或 

の経済改漆,社会ず象に ば,生産活ﾡのﾡあ り. 庄産手般 生た* 

生乏をとリキく援売.切度ほビの市がある。 .

マレマ. 二』っの諾同還のおかには、 「回てりろことの7さっもの」 

すらわっ可秘的 物的なもの、こ.「目マることのてきない」不ﾡ 

6さもの が含ま1 マ いる。サ体的にいス ば. ¥老r は 渓林栄生程 

.. 〒般みる いは及体米生産売教 み者 医深係秀教 • 通様知 • 菊数 

なcが 後着にほ 炭林※=宝ﾡがないしﾡﾡ体ﾡ」は集国など^ 

2ハヤハ該当丁ろ,

したがっ マ経ﾡ計面 社会面い\す』にし マv. シ計動ﾡの示の

-ど4-

Pでいえば、有T的ﾡ(フィジカル・ フラン ) と疑市的十動/ (メタ 

フイジウル ・ フラン )の西側面をもっ マいるけであろ

なお.を子商重におげる口遅の殺こさ、メタフイ ラ、、カレな/則©より 

・フイニカ ルな制面2先行さ るところに ほ・ 社会面にみ 

同の設足さ. フイブフルG似面よリもメタフイ ラカ ルる)則画を 先 

行さ tる と こ3にﾡの琴奨があa ・
琴するに、也 士セ刊 用計 mは ・ 有形的. 関形的9 西側面 さのわせも 

ち ながら欄缴ご い z いる地域の 総福t 画, 社会山る いまいちど, 

利用対象とふる土地へ投影するというィ ジカルな劇面のフィ レター 

にかナ ながら総合/匕 しよっとすろしのといゥこ とがマ さ る ・

; こ のよう な地域ヒ地利用計画. 地球の経新出画, 社会回/は. g
の体系のさかではまた .「イの画」ではなく ・イ作に対し マ「社会 

の画. に屬する ・ し たがっ マ、ごの そと では • シ画主体 ( 判Tモ 下 

3 休>と根 t 面渚の同 C！ ユ、・標達成のための取組み方がめず しも 

-致してあらす, しばしは計画名目標にづけるめに. あるﾡ度、

被面着の行テ初をﾡし、かつその才向に場活する桜能をもあわはもっ

(ス 型の琴件(フー -ベーク)

上本のごと く . 地土セ利用画 (そはじめ・ 形の経帝計. 社 

会動)におハマほ 計面主体(判断 い 素売し、・する) の果 

F す横能が垂愛な位置き与のる 3 そ3 マま 于. 地戦士地利計回/=お । 

で呉編さるべさ雲のある十ﾡ受件を示すと・ っざの /。 産 目が为え 

ら»る。
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0 計ﾡ目標 (4 計動手段

• ② 計曲対象 計西灰表

計動池ラ 計動実行主体

. ② 彼さ計互着 十動誘5考主体

③ 計画作成主体

下. 考計動要件キとズの内各についてべﾡいっ

乙 型巨裸 ・る・ ﾡを中じに止神地みのﾡ業る根し村佳 

家の号の上と涯の表起るはかる にめに、地域の統希 社会商

型る 主地に桜彩さ t ながe • 土地究深名 中 と し 7資系のﾡ盗 

利刑る支究し,林革. 新セのそ当な刊用指走を明確にるる。

② 画六家 :林・単 ﾡセ利用のﾡ楽となる土地をほしめヒ する諸 

其桑と・ そハらの士ね利用にかかわる地住氏のPTご。

③ 風み:林処と革の利問ﾡ合と部がア塚となる山 (規 

村)地歩。

© 被計画者 :山対 (ﾡ山村) 池域氏。

② 計画作成主体: 計回目ﾡﾡ成のめに 以最底基本的な Fﾡにっ い 

マ千道を下し 計画2作政立る主体・

三の主体としマは. ミの計重ルが前したっ に「個の週」マは 

なく「社会の画 マあるため・イ々の土池利用主休(ネ針計画者) 

が・ ミの 針画作成主•体に なることは考えら»さい。

戻体的には 画対安セの地才台冷体のほか、一の 然或を 管轄 

す る受またはﾡのﾡﾡがこ』ルに該当する。

③ 計動段:

計源的診びと設

② 計動変数岩該弱対会地袋おなひﾡﾡ地残における林地. 早地 

利用対象の土地る はじめ資果の利用可能遥とその今布

② 計画契行 主体: 遇作求と ともに動体のセっオ2 のお能であ 

ろ画失行の 主体さ ・ しばし 心•計画作成主体と同 じ場合が多 い ・

の 計面的3手桜 : 針 画的缪朝同 岡 作成 ・ 実行と ともに針関主体 

のもつ才3の税範で. 計函面央行そ動ﾡ係に、一居近プけることそ 

ご あ ・ そのための段ヒ しマ , 風誘考主体が生極着の三権活秘を 

代行す ること や等教ﾡ ・ 老み活表がある.

© 計動所幹幸体: 計動作成. 実行生体と 同- の 場合が多い.

なお ・ 山村胞域住民; を確計画者と しマ対たさせたが、こ こ マはオマ 

らねる地域針画に愛島の姿纺をと るというゝとる 海求し マおら ず、っ 

aに 計宮主体 (作成 奨 話考 )のもつ裕能をテチェックし 計風 

ﾡ保連成のためにﾡ極的に対応するもの しマ位置づける。
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ニハら /2ﾡの理運みﾡ係は,の才/ 図のとお . 示す二

さる o
端来次態/朝を鑰ず%。

**ゆ今断Tの体系

ヤ/図 計動琴件の相2係、
診断常査 (工).....(ゼの梅C )

計ﾡ保、ぐ-,
・\ ・

計動地表 

計 重対象

細燧):：

必
計動主本"

画的撃手校

r項ずイ生体

動 曲乍成主体 ナー……---- 拔き

針图手段
ジ断「 

計

の)针画手段 ——ホ画バツち今行と設計-----

* 計画的診断とな. T行継続の可るに戻する判ﾡ」をﾡ味し、 

「受状 (=ﾡをの行物・ 大得 について の判断だけでなく 返表から 

の行物のイエ方と十カ谷束と して の状延の推移/こっい •く の:こ:る土今一 

して キ未のある時ほてひミのさした予たさ』、々ﾡ素状態をね定 . 

その未状ﾡがき計動店にとっ 2 "a し. ﾡ』マあ るかビっかを 判 

折する」こと。

象やに才 ゐ殊地列用 と ﾡ逆烈用の状んる , 遥去→現たにル た 

とらえ.こらにﾡ素的疑についても予期し あつママ*の予測し=

I - / 位置なさ

I-2 自然在地条件

(とくに、作物. 車. 林木の生有を別ﾡする因号の 

指物)

I-3 経者系件

交通茶件(道路. 通信. 通物条なご)

市湯条 (生産地からﾡ寄市場まての輸送距雑.

経を資) •

I-2 土 地賃飛のケ布 ヒ利点

主を年物別 I
, のﾡﾡとくA

へエ甲セ・ 改らデセ • 野ﾡ池別 の今命こ*用 

主雲税種別. 人工林 ・ 天然林別 ノ 状元

I - e ﾡ落の分布

ﾡ衣地の図化 (各集窓を中じとした耕、ﾡ. 林 

地の分布) .

総許系 (I) (也魂交筋) 概沉)

I-/ ナ攻内産業の 概ﾡ

かﾡ業 (米内・ 分、東リ 拔い翁 ﾡ走線)

I正-2 人工のﾡﾡ、

ﾡ内住人(性別、甲令陸層別)、せ帯

-8- ーー



I-3 産料レバ別中ヨ権類、 産内解教 ■

厶 行政承気 (公楽) の英 、潮

Pu (I) …… (ﾡ波林歯産業の実縮)

I-/ 生垣翔力主体(林沃 ﾡ老. そ以外の琴業体 

別の数、疑ﾡ. 馬渉)

I-2 生査評内 ( ﾡ ・ 寄産物 • (作ﾡみの王産規様と増 
滅約 向. 生ﾡ性) ■匈

I-3 産校術 (とくに. 林地 ・ 草る, ﾡ地利用技術の 

富、一用らかにする; 例えば・林地利用のさい裸 

地から製希するﾡ合と、法正林状ﾡがマさ上っ て 

いる考合ヒマは落ﾡか契っ マくるゝ,

I-ク 経送数型

ロ- s 生産街織

皿-4 生産辱戸の変 宀•

キ 地利用の姿 ( 池 巨別術成 の変化, 士地現え の

, あ化)

i 池究有干経と利用行の姿化洲の力 の楽税を 

と利用T外の変化

琴確桜被の教置. 調. 利用形能の姿化 

原林哥屋渠 への投ﾡ賞の 補務

II-7 産のは将恐種v流ﾡ.販ﾡ (主要坂飛別, 

スﾡ性の枚さ流通経 経食、取烈村*ヤ 

のえ. 市場価格のる.)

I- 8 
I- 
Hー心 

I-バ 

I-2 
I-

, 替る体制と生産. ﾡ危組常の本化

市 町T村の タス報受と 主ぼ流業

社会生活受%の契ﾡ

ﾡ林督産 さ字とし た池求振施栄の 次施状九 

な茨セ験ﾡ然計型 と当後地求の 点戸 

土ﾡケﾡ(ﾡ.革. 林地としマの) の下戒と図

*** 設き計とは. 計面的教断の結にもとずいで ・ 計政ﾡﾡを矢 

税させるために呉的にベさごとを示す (答える)2と 

である.

受するに. ﾡダには、耕.ﾡ 林地利用ﾡの造正 な配Y ( 
士地利用区分) こ地致において確立するニヒ。

*** 計の本系

/・ 士地分級(耕. 車. 株也ヒしマの)

z 林地利用. 宰セ利戸に受な生ﾡﾡあ. 道発 通倍配を 

s 産一販たユ地の確在 (主産地形) . c*の配置、 

4 生ﾡ体制の整

s • 経営ﾡ位の設定 (耕、ﾡ、林地利用としての)

6. 地我における交当で村. 車、林地としマの土地利種の 

送択と配置 (土地利用区分)
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文歌祭

今不示民臣 : 淡米ﾡ会の横造-状栄に対する行政桜真に炭る解 

査所(マの /)一 日本の際栄 (3) • ﾡ政部復委ず会s9パe 
(。 3 )

ス)--------  : 歌/土会演本.-農家に対する行球投實に羽す八期无 

所(そのス )-・本の渓業 (タタ ム”3 w. (グ2s) イ

3 上ﾡ一部:第池桜老の校術, 地玮投版. ssyee. (sc.s)

)---------:起坂林の経き 地球出版. 23ク. (42.s)

6) :お失と行屋そ結ぶ-山のﾡべのたy: , 金也 抹

業改民管及協会 っosPP ( s. 2)

4) 參 泣秀俊: 殷栄経昌における 费用の弱理. 天州堂 , スxerr. (sp3)

ツノ 洒田 &一:林利!用とﾡ祐. 桜※と後者. 33-,PP～。

8ﾡ 政ヨ: ▼地利用の波体"試切ﾡ 覆葆法送冋齣彩し s .
PP. 42 〜$

9)林 催 -:ﾡ半池城重のース 波楽くそ送通 pp.,a_

/2)柏 ず :睽瘫 曲野励 検沛、後然七終,者,3っ-/: PP.～タ

) ﾡ 切 ：甲地がとくか. 林がとくか —— 育林と肉ヰのツ較を 

中心としマ ----  , ﾡ林を断。Pp.s～/2 (422)

) 内ﾡ 友: 平地造成のたのの林転求利用の速本的考え方 林業校 

術 ス47, PP. ミク…/

8)千w 元:在地育成の同世長求と経. 3ーア・PP3〜?
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社部 ,ワとp. (3よ.2)

ーク2一



/み) 中呼ネ:ネのアギ利片についでの法刷上の声兵. ﾡ業預座同 
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スの 城島 回 念： ﾡ栄の経有圏をのくるﾡﾡ的ﾡ門ﾡ. 浜v経済, ss
- え . pp. 9スタ

)招が考書: uに挑に記症 一素人普製。N問牛赦導求2み照 

にみえ-・ﾡ種コンケルタント, 〜o.Ppso～3z

3/) 木佳天) 沢開: 土池利用区ケの経ﾡ指ﾡにﾡるが矢,林 
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